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平成29年第４回嬉野市議会定例会議事日程

平成29年12月８日（金）

本会議第３日目

午前９時30分 開 議

日程第１ 一般質問

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

午前９時32分 開議

○議長（田口好秋君）

皆さんおはようございます。

本日は、織田菊男議員、山口要議員が欠席であります。定足数に達しておりますので、直

ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

日程第１．一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

６番辻浩一議員の発言を許します。辻浩一議員。

順次 通 告 者 質 問 の 事 項

１ 辻 浩 一 １．防災対策について

２．お茶の生産及び販売の今後について

３．道路・河川の管理について

４．新幹線活用について

２ 西 村 信 夫 １．平成29年度米及び大豆情勢について

２．農業集落排水事業について

３．火の口交差点と国道498号について

３ 梶 原 睦 也 １．新幹線「嬉野温泉駅」（仮称）を生かしたまちづくりにつ

いて

２．日本一の福祉のまちづくりについて

３．雇用環境の整備について

４．居住環境の整備について

４ 生 田 健 児 １．インフラ整備について

２．起業促進について

５ 田 中 政 司 １．うれしの茶の振興対策について

２．県道大村嬉野線の問題について
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○６番（辻 浩一君）

おはようございます。傍聴席の皆様におかれましては、早朝より傍聴いただきましてあり

がとうございます。

それでは、議長の許可をいただきましたので、一般質問を始めさせていただきます。議席

番号６番、辻浩一です。

嬉野市議会２期８年、任期最後、32回目の質問となります。今まで質問してきたことと重

複するところもありますが、確認の意味を含めまして質問を行います。

今回の質問は大きく４点、防災対策、お茶生産の今後、道路・河川の管理、新幹線活用に

ついてであります。

まず１点目、日本は戦後70年余り、先人のとうとい犠牲を礎に、世界でまれに見る平和を

享受してきました。今までは、防災といえば当然のごとく自然災害のことを連想してきまし

たが、近年は、世界情勢が混沌とし、近隣諸国でも不穏な動きがあります。防災意識の中に

国防ということも意識せざるを得ない状況となりました、有事の際を含め、重大な事故等、

国民に対する通報が重要となります。

先般、北朝鮮によるミサイル発射実験が行われた際、東北、北海道で第一報を知らせる全

国瞬時警報システム（Ｊアラート）で注意喚起が発令されました。このＪアラートの運用基

準はどうなっているのかをお伺いします。

２点目といたしましては、嬉野市の農作物の中で基幹作物となっているお茶は、人口減少

や嗜好の変化により販売価格の低迷が続いている状況であります。

そういった中において、近年、嬉野の紅茶がメディアに取り上げられることが多くなって

きているように感じます。現在、紅茶の生産状況はどうなっているのかをお伺いします。

３点目、道路の除草化については毎年行われていますが、繁茂の時期を逸しているとの意

見も多いと思いますけれども、管理者としての認識をお伺いします。

最後に、新幹線の開業は嬉野市発展の起爆剤になると確信しますが、開業による通勤・通

学圏が拡大すると考えておりますけれども、これを生かすための対策は考えているのかお尋

ねし、再質問は質問席にて行います。

○議長（田口好秋君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

皆さんおはようございます。それでは、辻浩一議員のお尋ねについてお答え申し上げます。

お尋ねにつきましては大きく４点お尋ねでございますので、お答えを申し上げたいと思い

ます。

１点目が防災対策について、特にＪアラートの運用基準等についてのお尋ねでございます。

２点目が、お茶の生産及び販売の今後について、特に紅茶に関してのお尋ねございます。ま
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た、道路・河川の管理についてということでございました。除草等の時期についてお尋ねで

ございます。次に、新幹線の活用について、特に通勤・通学圏の拡大等についての対応策は

ということでございます。

まず、１点目の防災対策についてお答え申し上げます。Ｊアラートの運用基準はどうなっ

ているのかという点でお答え申し上げたいと思います。

Ｊアラートでは、国民保護情報関係、気象関連情報など、25の情報を配信しますが、その

うち11の情報については、原則、市の防災行政無線を自動で起動するように設定しなければ

なりません。

運用の種別で申し上げますと、国民保護関係で弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ

特殊部隊攻撃情報、大規模テロ情報、気象関連情報で、緊急地震速報、大津波警報、噴火情

報、気象等の特別警報などがございます。

その中で、特に時間的に猶予のない緊急事態の発生を国民に伝えることにより迅速な避難

行動を促すことにありますので、嬉野市におきましても、国等から情報が発信されますと、

直ちに防災行政無線から緊急情報を流すようにしておるところでございます。

ただ、これらの情報全てを市民の皆様に提供しているわけではなく、弾道ミサイル情報で

は、佐賀県の上空を通過したり、落下する危険性がある場合に、防災行政で伝達をいたして

おるところでございます。

また地震では、震度４以上の地震が発生すると予想される場合に放送をしているところで

ございます。

次、２点目のお茶の生産及び販売の今後についてということでございますが、特に紅茶の

生産と販売状況についてということでございます。

紅茶の生産につきましては、西九州茶連を通じての売買がなされておりませんので、はっ

きりした量は確認できておりませんけれども、若手の生産者10名で組織されるうれしの紅茶

振興協議会によりますと、約５トンの紅茶が生産されておりまして、同協議会の紅茶として、

交流センターやふるさと納税の返礼品として発売されたり、個々での販売となっているとこ

ろでございます。

次に、３点目の道路・河川の管理について、道路及び河川の除草の時期についてというこ

とでございます。

議員御発言の除草についてでございますけれども、市道につきましては、現在２班体制で

行っておるところでございまして、時期としましても盆前と秋の２回程度行いたいと考えて

おります。県道及び河川につきましても、時期としては同様の回答でございました。

次に、新幹線の活用についてということでお答え申し上げます。

新幹線開業に伴い通勤・通学圏が拡大するに当たっての定住対策について伺うということ

でございます。
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九州新幹線鹿児島ルートの開業に伴い、新幹線を利用する通勤・通学者に対して奨励金制

度を設け、定住につなげている自治体がございます。

西九州ルートの場合を考えてみますと、嬉野温泉駅は福岡、長崎のちょうど中間の駅にな

りますので、通勤、通学等に御利用いただく方がふえてくると考えておりますので、嬉野市

におきましても、先進地を参考にしながら、ぜひ取り組んでまいりたいと考えておるところ

でございます。

以上で辻浩一議員のお尋ねについてお答えとさせていただきます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

それでは、質問を続けてまいりたいと思います。

まず、Ｊアラートについてですけど、ちょっと担当課にお尋ねします。

自然災害の部分についても、大きなものについてはこれを利用するというふうな話だった

んですけれども、今の話の中で、台風あたり、これは台風の強さで多分出ると思うんですけ

ど、それはどれぐらいからになっているんでしょうか。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

Ｊアラートの台風における伝達ということのお尋ねでございますけれども、台風に限らず、

気象等の特別警報、いろんな緊急土砂災害警報とかが必要な分については出てきますので、

台風の気圧とか大きさでということではなくて、それに伴って特別警報が出された場合には

Ｊアラートで流れてきますので、その分を防災行政無線で伝達する、放送するというように

運営をしております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

今回の質問で主になるところなんですけれども、夏ごろだったと思うんですが、北海道、

東北あたりの上空を通過したとき、Ｊアラートで警報が発令されたと思います。そのときの

状況として、もう通過した後に警報が出たというふうな状況になっているわけなんですけれ

ども、なかなか発射を把握するのは非常に難しいということでそういう状況になるとは思う

んですが、その後、国民というか、メディアというか、その中にこの必要性について議論さ

れましたが、そこら辺についての認識はどういうふうにお考えでしょうか。
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○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

ミサイルに対する防御といいますか、対応策というお尋ねでございますけれども、確かに

ミサイル発射を予測するのは非常に難しいと思っております。国の防衛省のほうでもそうい

った対策はとられておると思いますけれども、それに対してどういうふうな避難等ができる

かということですが、やっぱりミサイルに対してすぐに対応するというのは、もうミサイル

は５分、10分で飛んできますので、避難を誘導したりするというのは非常に難しいと思いま

す。例えば、シェルターなんかを用意するということもちょっとできませんので、それに対

しては、すぐにできる行動ということで、家の中に入るとか、窓のほうには行かないとか、

国のほうでもそういった呼びかけをされていますので、そういったことをホームページのほ

うにも載せておりますので、そういった対策をとっていただくようにお願いしているところ

でございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

その発射以降のメディアの話、いろんなテレビ等で見ておりますと、要するに、シェルタ

ー等々がない、あるいは頑丈な建物、地下道、そういったものがないところはどうするんだ

というふうな議論もあるわけなんですけれども、ただ、そういった注意喚起をすることが非

常に大事だというふうに私は考えておりまして、不要論というのもその中であっておったと

ころなんですけれども、これは、うちでやっております防災行政無線での災害の予防、そこ

ら辺に対する市民、国民の意識の醸成が非常に重要になってくるんじゃないかなと私は思い

ます。そういった意味を含めて、住民に対しての意識の醸成を続けていくべきだというふう

に私は思うんですけれども、そこら辺についてどういうふうなお考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

確かにミサイルに対する避難対策等は難しいと思いますけれども、対策できるようなこと

から、頑丈な建物に避難するとか、安全なところに避難するというようなことは、まずでき

るところでございますので、そういったところについては、先ほども言いましたように、ホ

ームページにも載せておりますが、そういった対策方法については市民のほうにも広報等を
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続けていきたいと思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

私、柔道とか相撲をやってきましたけれども、不意打ちをされると物すごくダメージがあ

るんですよね。だから、来るとわかっていてすれば受け身でも何でも、しっかりと受け身が

とれるんですけれども、本当に不意打ちだったら非常にダメージが大きいと思うんですよ。

だから要するに、もう通過してしまった後の発令じゃ意味がないとか、そういうことじゃな

くて、しっかりとこういったものがありますよという前もっての、前もってというか、通過

するにしても、しっかりとそういった警報というか注意喚起、これは絶対必要なことだとい

うふうに私は思っております。

そこで、Ｊアラートの不具合についてでございますけれども、日本全国、異常な作動とい

うんですか、そういった不具合があったというふうなところがありますけれども、県内でも

たしか１カ所あったと思いますけれども、このＪアラートの点検というのはどういうふうに

なっているのか、お尋ねを申し上げます。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

Ｊアラートの点検ということでお尋ねでございますけれども、Ｊアラートと市の防災行政

無線のほうは連動しております。それで、その点検については、毎年必要に応じて保守点検

を行っておりまして、実際サイレンを鳴らしての点検等も行っておりますので、今のところ

点検とか保守において、嬉野市のほうで不具合が発生したということはあっておりません。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

ということは、連動しているから、もう常に稼働する状態というか、もう点検で間違いは

ないということで認識していいんですかね。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。
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御質問のとおりでございまして、連動しておりますので、今のところシステム上で不具合

が起こったということはあっておりません。外部スピーカー等についても、何か異常があれ

ば報告が来るようになっておりますので、そういったところも今のところ報告はございませ

ん。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

実際そういったときに動かないというのが一番問題ですので、しっかりと点検のほうはよ

ろしくお願いしたいと思います。

それで、Ｊアラートとはちょっと離れるんですが、防災行政無線のことなんですけれども、

たしかことしの夏に大雨災害での警報じゃないんですけれども、注意だったのかわかりませ

んが、市として発令されたというふうに記憶しておりますが、そこら辺はどうですか。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

夏といいますか、ことしの９月に台風18号が発生いたしました。そのときに、防災無線等

で避難等を呼びかけた放送を行っております。そのときは特に問題なく放送も行われており

ます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

たしか久間地区か何かに避難の注意か何か、発令されていなかったですかね。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

避難の呼びかけの分ですけれども、久間地区のほうでちょっと土砂崩れ等が発生しました

ので、その分については避難勧告ではなくて自主避難ということで避難の放送を行っており

ます。

以上です。

○議長（田口好秋君）
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辻議員。

○６番（辻 浩一君）

市の発令する避難の情報なんですけれども、今、自主避難ということだったんですが、注

意とか喚起だとか命令だとか、段階があると思うんですけれども、そこら辺はどうなってい

るんですかね。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

災害に対する避難情報の種類ですけれども、嬉野市のほうといたしましては、避難勧告等

を発令する判断とか伝達マニュアルをつくっておりまして、それに応じて、河川の水位とか、

雨量とか、そういったのを判断しながら、それぞれに必要な避難情報を防災無線で流してお

ります。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

災害が起こると、そういった情報が流れて、市のほうで避難所の開設がことしも何回かあ

ったというふうに記憶しております。

そういった中で、避難所というのは大きな地域の中での１カ所でありますので、よく住民

の方から言われるのが、そこまで行くのが大変だというふうな話があります。

そういった意味では、事あるごとに私も発言しているんですけれども、まず、地域の自治

公民館の安全が確保されているのであれば、そこが第一義的に避難する場所ではないかとい

うふうな発言をしておりますけれども、そういった意味では、啓蒙というんですかね、そこ

ら辺はやっておられると思うんですけど、そこら辺どうですか。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

避難場所としての自治公民館の使い方ということでございますけれども、市のほうで自治

公民館を避難所には指定はしておりません。

ただ、議員がおっしゃいますように、なかなか遠くの避難所まで行くのが不自由な方等に

関しましては、行政嘱託員のほうにお願いをしておりまして、地区公民館の安全が確保され

れば、そういった公民館のほうを避難所として開設していただいて御利用いただくようにと
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いうことでお願いをしていますので、ことしの雨等に関しても、何カ所かの行政嘱託員の方

はそういった避難所を開設していただいております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

やはり住んでいるところから一番近いところで安全が確保されている、一番身近なところ、

ここら辺に避難するのが一番安全だろうというふうに私は思っておりますので、今、各地区

に自主防災組織が立ち上がっておりますけれども、そういったものを嬉野市内全地域に立ち

上げまして、私が考えるには、避難所というのは長期避難のところかなというふうに考えて

おりまして、一義的に避難するのであれば、自分の住んでいるところから一番近い安全が確

保されるような場所、ここにいち早く、前もって避難するというのが一番大事だろうという

ふうに私は思っております。

そういった意味では、そういった意識づけを市内全域の住民の皆様方に伝わるような形で、

ぜひそういった啓蒙をしていただければなというふうに思いますけれども、そこら辺につい

ていかがですか。

○議長（田口好秋君）

総務課長。

○総務課長（永江松吾君）

お答えいたします。

地区防災意識の啓発についてという御質問でございますけれども、確かに最初に避難する

のは地元のほうが一番安心だと、すぐできるということがございますので、今、各地域コミ

ュニティのほうで自主防災訓練をそれぞれ行ってもらっております。そういった中で、最初

にここの公民館に避難しようとか、そういった訓練とかもされておりまして、自主防災訓練

については市のほうからも職員が参加しておりますので、そういったところで安全性を確認

しながら避難していただくようにということで連携をとっていっているところでございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

もうまず生命第一というふうなことで、そういった地域の防災意識の高揚というんですか、

醸成にぜひとも今後とも努めていただけたらというふうに思っております。

それでは、次の質問に移ります。

お茶の生産及び販売の今後についてということでございます。
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先ほど市長答弁されましたように、紅茶の生産としては全体的にはまだまだのところだと

思いますけれども、なぜこういったことを言うかと申しますと、結構今、メディアのほうに

うれしの紅茶の露出が非常に多くなってきているんですけれども、今後の見込みというか、

そこら辺の展望をどういうふうにお考えになっておられますか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えいたします。

紅茶につきましては、今現在、二番茶以降につきまして紅茶を生産されていると思ってい

ます。

市長から答弁ありましたとおり、今現在、うれしの紅茶振興協議会が10名で構成されてお

りまして、そのほかに、あと五、六名程度の生産者がおられるかと思います。

ただ、今現在、紅茶の先進地であります鹿児島県あたりから、やはり良質で低価格な紅茶

が全国に広まっておりますので、価格面等ではなかなか厳しい状態が今現在続いているとこ

ろだと考えております。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

ちょっと私、認識不足ですみません、そしたら、和紅茶というか、日本でつくられる紅茶

は鹿児島が先進地で、かなりの量が生産されているというところなんですかね。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

鹿児島県は大分昔から和紅茶につきましては生産されておりまして、最近やはり気象が栽

培しやすいところでございますので、低価格で良質な紅茶ができているところでございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

最初、壇上でも言いましたけれども、いわゆる嗜好の変化、あるいは人口減少によって緑

茶の消費量というのがずっと低迷してきて、価格に反映して、もう低迷しているわけなんで

すけれども、そういった中で、このまま上質な緑茶をつくっていくのも一つの道だと思うん

ですけれども、それ以外の道を見つけるのももう一つの道だというふうに思うんですよ。そ

の中で、紅茶も一つの道だろうというふうに思いますけれども、鹿児島県にちょっと押され
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ぎみだと今お話がありましたけれども、嬉野として、今後そういった伸びというか、そこら

辺はどういうふうにお考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えいたします。

今現在、弘前市とアップルティー等で一緒に共同開発してきておりますけれども、そうい

うふうな独特なもの、嬉野の紅茶でなければならないというものをやはりつくっていって、

嬉野の和紅茶を今後広めていければと考えております。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

普通、いろんな作物を違うものに切りかえるときは、もうそれ自体、要するに木自体とい

うか、作物自体を切りかえんと次のものに移れないんですけれども、お茶の場合は同じ木で

いろんな方法があるというふうなことで、そのメリットを生かしながら、いろんな商品の開

発ということをしていくべきだというふうに思うわけなんですけれども、そういった中で、

新しい商品の開発について、今、紅茶もありましたけど、アップルティーもありました。ほ

かのことは何か考えておられますか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えいたします。

ほかのお茶の品物については、今のところまだ把握をしておりませんけど、今後やはり、

うれしの茶交流館ができまして茶業研修施設が研修の場になってくると思いますので、その

場を生かして、今後新しいお茶の開発等も進めていきたいと考えております。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

現在、嬉野の主産業でありますお茶、緑茶の品質向上も、それはもうそれとして、両輪の

形で新しく商品を開発、研究開発費というんですか、そこら辺にも力を今後は入れていく必

要があるんじゃないかなというふうに思いますけれども、そこら辺についてお願いします。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）
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やはり今、議員おっしゃったとおり、なかなか緑茶のほうも厳しい状態になっております

ので、紅茶を含めまして、また新しい、どのようなものができていくかわかりませんけど、

そういうものにつきましても、今後研究開発をしていきたいと考えております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

それで、質問に上げておりますけど、先ほど課長から言われましたが、アップルティーの

現況というんですか、状況がどうなっているのか、お話しください。

○議長（田口好秋君）

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

弘前市さんと共同で今やっておりますアップルティーについて、私のほうから答弁をさせ

ていただきます。

アップルティーによる試飲、このアンケート調査を２月に行いました。11月の嬉野デザイ

ンウィークの中では、試飲とともにネーミング募集を行ったところです。今後、パッケージ

開発を行いまして、来年２月には青森県の田舎館村でのデザインウィーク事業で新商品を披

露する予定でございます。その中で、心配をしておりました販路開拓の部門についても弘前

市の協力業者さんがいらっしゃいまして、そちらと連携をして取り組んでいく予定にしてお

ります。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

そしたら、来年２月、田舎館村で披露をして、もう商品化になるということで認識してい

いんですかね。

○議長（田口好秋君）

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

商品化をしていきますけれども、２月では披露ということで、販売についてはその先にな

る予定でございます。

以上です。
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○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

販売は先になるということなんですけど、量とか時期とか、そこら辺はまだ全然未定です

か。

○議長（田口好秋君）

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

ちょっと先の部分については未定でございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

お茶を利用した、せっかく嬉野の産業として根づいているお茶ですので、いろんな形で方

向性を探って、利用できるように、今後とも研究開発というんですかね、そこら辺をしてい

ただければなというふうに思いますので、よろしくお願い申し上げます。

それでは、次の質問に移ります。

道路・河川の管理についてでございます。

まず、道路の除草についてでございますけど、今、市長が答弁されたように、盆前、秋と

いうふうなことで、市道については私も十分認識しております。ただ、県道等々によります

と、場所によっては一番繁茂の時期を過ぎた後にそういった除草があっているんですけれど

も、そこら辺、県へのつなぎ等はどういうふうになっているのか、まずお尋ねします。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

県道につきましては、市内で13路線程度ございます。そういった意味で、県のほうも、先

ほど市長が答弁をいたしましたように、年２回ぐらいというのをめどに行ってはいただいて

おりますけれども、地元の区長さんあたりから、あと住民の方とか、そういったところから、

ちょっとまだ草が伸びているけれどもというようなお話を建設・新幹線課のほうに頂戴いた

します。その都度、県のほうにおつなぎをしているような状況でございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）
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辻議員。

○６番（辻 浩一君）

おつなぎされていることもわかりますし、業者さんの都合もあろうかというふうに思いま

すので、状況的にはわかっているんですけれども、一番繁茂しているときを過ぎてからとい

うのもなかなかですね、地元住民の方からの御意見が非常に多いわけですので、そこら辺は

しっかりおつなぎをしていただきたいと思います。

それで、それに関連することなんですけれども、広川原キャンプ場の開設期間で一番利用

があるのが夏休み期間になるんですが、一昨年に同じような質問をして、そのときには開設

前に除草されたわけなんですけれども、ことしはもう夏休みが終わった後に、一番利用され

る期間を過ぎた後に除草作業があっていたわけです。

嬉野市は広川原キャンプ場を保有していて、そこを売りにしているのに、一番利用される

ときにそういった状況で本当にいいのかなというふうに思うんですけれども、そこら辺どう

ですか。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

確かに今、議員御発言のように、広川原キャンプ場、たくさんのお客様が御利用いただい

ておりますので、議員御発言のように私たちのほうからも積極的に県へつなぐべきだったと

反省をいたしております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

本当にもう毎年毎年ずっとお客さんがふえてきているのに、一番利用されるときに一番草

が茂っているような状況が続いているというか、ことしはそういった状況ですが、一昨年は

しっかりとやっていただきましたけれども、そこら辺は意識をして、毎年毎年そういった県

におつなぎというんですか、そこら辺はしっかりしていただきたいなと思いますが。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

先ほど答弁いたしましたように、今後、広川原キャンプ場のみならず観光施設等につきま

しては、気をつけて県のほうへおつなぎをしたいというふうに思っております。
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以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

続いては、河川のヨシなんかが出ている除草なんですけれども、河川ごとに違うとは思い

ますが、これもある方から言われますのは、もうイノシシの巣になってしまっているという

ふうな状況が続いているという話がありました。それも夏場一番茂っているときに出産をし

て、そこからもう直接田んぼに入ってくるというふうな状況で、茂っているときに除草する

のが一番効果的じゃないかなというふうな話があるんですけれども、そこら辺の県の考え方

というか、おつなぎの仕方はどういうふうになっているんでしょうか。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

基本的に、河道につきましては、しゅんせつ、あとヨシ期についても除草という考え方は

あろうかと思いますけれども、しゅんせつにつきましては、この前の９月議会かで川内議員

からの御質問で答弁をいたしましたけれども、河道の１割程度を絞った状態にならないとし

ゅんせつはなかなか考えづらいという土木事務所からのお答えだったと思っております。

ただ、今、議員御発言のヨシ期につきましては、時期時期を見ながら除草等をやっていた

だいていると思っておりますので、また今後ともそういった要望等につきましては、引き続

きお願いをしていきたいと思っております。

ただ、土木事務所のほうからお聞きをしておりますのは、塩田川の式南橋から下流、それ

と八幡川と鹿島川の、これは河道ではございませんけれども、護岸の部分の除草につきまし

ては年２回、ことしから行っていく計画で進めているというふうなお話は頂戴をいたしてお

ります。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

そこら辺よろしくお願いします。

それでは次に、融雪とか除雪についてちょっとお伺いしますけれども、市道に関しては融

雪剤を地域に配布をしてやっていただいているということは認識しておりますけれども、県

道につきましてはなかなかそれが実現しないと、前の議会で質問いたしましたけれども、そ

の最大の理由は何かということをちょっとお伺いしたいんですが。



- 124 -

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

県のほうにお尋ねをしましたときには、県道以外に利用されては困るというのが第１点。

それともう一つは、散布する量、時期、時間等がやっぱりある程度決まっているというか、

専門的にお願いするのが一番効果的ということで現地に置かないというような理由だという

ことでございました。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

それで、県道につきましては業者の方に委託されているというふうに思います。前回のと

きには、いわゆる行政嘱託員さんのほうからその業者に連絡していただければ速やかに散布

をしていただけるというお話でありましたけれども、嘱託員さんからその業者におつなぎを

する段階において、非常にうまくいっていないというふうな部分があるんですけれども、直

接課長のほうにお電話した経緯もありますけれども、そこら辺がなかなか業者さんの認識と

地元の認識は違うなというふうなところがありまして、そこら辺をうまくできないものかと

考えているんですけれども、そこら辺どうですか。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

その件につきましては、私も聞いて承知をしておるところでございますので、今後もし行

政嘱託員さんのほうから、例えば、業者さんのほうに直接話がつなぎづらいということであ

れば、当然、嬉野市内の県道でございますので、私どもが中にワンクッション入っておつな

ぎすればスムーズにいくということであれば、私どもを十分使っていただければというふう

に思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

山間地域の道路に関しましては、もう数メートル進むごとに角度がついてきて、かなり下

の部分、平地の部分と感覚が全然違うわけなんですよ。ですから、そういった意味で、しっ
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かりとおつなぎ、スムーズにそういったことができればと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。

それでは、除草についてですけれども、かなり積雪したときには除雪作業をお願いするわ

けなんですが、私の認識では、順番としてはバス路線があるところが優先になっているのか

なというふうな認識なんですけれども、そこら辺の優先順位というのはどうなっているでし

ょうか。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えをいたします。

土木事務所のほうにお尋ねをいたしましたけれども、やはり交通量が多いところ、また通

行が多いところを優先しておるという御返事でありました。

ただ、今、議員御発言のように、バス路線、公共交通の足となりますので、そういったと

ころも優先をされているのではないだろうかなという認識でございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

バス路線のところを優先していって、最終的にもう来なかったというふうな状況で、非常

に地域住民の方に迷惑かけたという状況もありますので、そこら辺もスムーズにいくように

おつなぎをしていただければというふうに思っております。

次に、これは市道に関してなんですけれども、道路の改良については、なかなか費用的に

大きなものがあるので、長年かけてというふうな状況が来ると思うんですけれども、例えば、

幅員が狭い箇所でも有蓋側溝に変えれば安全性が高まるというような箇所が非常にあると思

うんですよ。特に、集落的に小さいところになればなるほどそういったところが非常に見受

けられるんですが、安全性を早期に確保するという意味では、道路改良も基本的な考え方な

んでしょうけれども、有蓋側溝の設置というのも非常に安全性を高める上では必要だという

ふうに思いますが、担当としてはどういうふうなお考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

オープンの側溝にふたをかけて安全性が確保できるという点につきましては、議員御発言

のとおりだというふうに認識はいたしております。ただ、どうしても市道の延長が大分長う



- 126 -

ございますので、財政的にも負担をかけるという中で、今後とも計画的に有蓋化をできれば

というふうには考えております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

住民の皆さんの要望とすれば、それは拡幅するのが一番いいんでしょうけれども、ただ、

時間的なことを考えれば、有蓋側溝を設置して安全性を高めるのを早めるというのが一番だ

というふうに私は思いますので、そこら辺、計画的というふうなお話でしたので、ぜひとも

計画的によろしくお願いしたいと思います。

それでは、最後に新幹線の活用についてでございます。

先ほど壇上で申し上げましたように、とにかくリレー方式の開業にはなりますけれども、

新幹線が開業すれば、本当にいろんな意味で嬉野の起爆剤になるというふうに考えており、

通勤、通学の範囲が広がるというふうに私は認識しているんですけれども、それでいろんな

定住促進にこれをつなげるというふうなことも必要じゃないかなというふうに思っているん

ですが、そこら辺について担当課はどういうふうにお考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

先ほど市長答弁ありましたように、嬉野は位置的に福岡、長崎のちょうど中間にあります。

新幹線の開業に伴いまして、恐らく福岡、長崎、両方面の通勤、通学、新幹線の利用者がふ

えるものと思っておりますので、その定期補助であったり、定住の補助であったりとか、そ

ういうのをぜひ取り組んでいきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

ぜひこのチャンスを生かしながら定住促進に努めていただきたいと思いますが、ちょっと

通告は出していませんけれども、部長、これ、新幹線の開業で交流人口もぜひふやしていか

なきゃいかんと思いますけれども、そのことに関して何か考えはありますか。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）
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お答えいたします。

先日もちょっと質問の中にありましたけれども、リレー方式というのは、例えば、うちは

新駅ができるということで非常に有効な事業だと思います。

まず、今やっているのが、駅前のまちづくりから進めておりますので、今、議員がおっし

ゃるように、とにかく交流人口がふえるように、魅力的なまちづくりということで今進めて

いますので、観光面も含めながら、全体的に整備をしていきたいというふうに思っています。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

市内の皆さんと話をする中で、いまだに新幹線ができれば、嬉野から福岡、長崎に買い物

に行って何もならんさという話も聞きますけれども、しかし、新幹線が通って駅ができると

いうのは、逆に大きなチャンスであって、外から呼び込む知恵を出すのがこれからの仕事だ

というふうに思うわけですよ。そういった意味では、定住対策、あるいは交流人口の増加、

そこらを含めて、これはもう最大限にフル活用していかんといかんというふうに思います。

そういった意味で、全ての面において、この新幹線をいかに活用するか、いわゆる企業誘

致に関しましても、嬉野は空港を２つ抱えて新幹線の駅ができ、インターチェンジもあるわ

けですので、そこら辺の企業誘致もしっかりしていかなければならないというふうに思いま

すけれども、そこら辺について意気込みをお聞かせください。

○議長（田口好秋君）

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

企業誘致活動を行っている際に、嬉野は平成34年度に新幹線の開業がありますということ

で企業様とお話をします。その際に企業様のほうから返ってくるのが、やはりポテンシャル

を秘めていると、発展の可能性があるまちだというところで非常に魅力を感じられます。

新幹線の開業を、ぜひこの企業誘致、実際にそういう成功事例もございますので、ぜひ企

業誘致のほうにも力を入れていきたいと思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

辻議員。

○６番（辻 浩一君）

嬉野が消滅しないように、しっかりと新幹線を契機に、フル活用しながら、いつまでも我

が愛する嬉野が残るように頑張っていかなければならないというふうに思いますので、しっ
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かりと皆様方ともそういったいろんなアイデアを出しながら頑張っていければというふうに

思っております。

最後になりますけれども、長年にわたって行政運営をされてこられました谷口市長に敬意

を申し上げながら、私の質問を終わりたいと思います。

○議長（田口好秋君）

これで辻浩一議員の一般質問を終わります。

引き続き一般質問の議事を続けます。

16番西村信夫議員の発言を許します。西村信夫議員。

○16番（西村信夫君）

通告の順序に従いまして一般質問をいたします。

長年、私も一般質問をさせていただきましたけれども、今期限りで最後ということで、執

行部の誠意ある回答を求めたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げます。

まず、今回は大きく分けて農業問題、それから五町田・谷所地区が改良しておりますけれ

ども、農業集落排水事業について、そしてまた、長年の懸案事項である火の口交差点と国道

498号の改良について、これは９月議会でも質問しましたけれども、その後の進捗率をお伺

いしたいと願っております。

それでは、早速農業問題から質問をさせていただきます。

来年度から国が進めてきた生産調整、いわゆる減反が廃止になります。来年2018年産米作

付に関しては、東京と大阪を除く45の都道府県では従来の生産数量目標にかわる目安を設け

ることが最近の報道で明らかになりました。米のつくり過ぎで米価の下落を下げるために、

地域別に細かい作付の割り振りを示すことが進められているようでございます。佐賀県など

12県では再生協議会が主導して生産者ごとに作付量まで示すことも打ち出しているようでご

ざいます。農家は日本農業の基幹産業である米づくりの将来展望が見えないまま年越しを余

儀なくされようといたしております。

そこで、以下、農業問題について具体的５点質問をさせていただきます。

まず第１点目に、平成29年産の米概算金が公表されておりますけれども、佐賀県の概算金

と相対取引価格はどれくらいになっているだろうかと、担当課も把握されておられると思い

ますが、これを示していただきたいと思っております。

２点目に、平成29年の夢しずく、さがびより、ヒノヒカリ、要するに塩田町、嬉野町、佐

賀県がつくっておる品種なんですけれども、最新の相対価格、10月までしか出ていなかった

んですけれども、恐らく11月も出ているんじゃないかと思いますので、情報をお聞きいたし

たいと思っております。

それから、３点目に平成29年の大豆の収穫について、昨年よりも若干いい方向に向いてお

りますけれども、今、大豆の収穫については29年産はどのような状況なのか、お伺いをいた
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しておきたいと思います。

それから、４番目に平成29年産のトビイロウンカ被害状況と今後の防止対策について。

ことしも大きな被害が発生したわけですけれども、平成25年度にも佐賀県内でも大きな被

害が発生いたしました。その後のトビイロウンカの被害についても含めて質問をさせていた

だきたいと思っております。

それから、５点目、平成30年産から米の減反政策が廃止になりますけれども、嬉野市の対

策はどう講じておられるのか、その点お尋ねしたいと思います。

そして、次に農業集落排水事業について、それから最後に火の口交差点と国道498号につ

いては質問席から質問をさせていただきます。

以上、壇上からは終わります。

○議長（田口好秋君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

西村信夫議員のお尋ねについてお答えを申し上げます。

お尋ねにつきましては、平成29年産米及び大豆情勢についてということでございます。

１点目の農家に支払う平成29年産米の概算金が公表されているけれども、佐賀県の概算金

と相対取引価格は幾らか把握されているのかというお尋ねでございます。また、九州各県の

概算金はどのようになっているか把握されているかというお尋ねでございます。

佐賀県の2017年産米の概算金、内金はウルチ米、これはコシヒカリを除いておりますけれ

ども、モチ米とも１万1,000円となっておりまして、九州各県の状況はウルチ米で福岡が１

万2,000円、長崎が１万3,800円、大分が１万4,500円、また相対取引価格はさがびよりが１

万4,945円、夢しずくが１万4,160円、ヒノヒカリが１万4,030円とお聞きしているところで

ございます。

次に、平成29年産米、夢しずく、さがびより、ヒノヒカリの相対取引価格についての情報

を把握しているかどうかということでございますが、現在、私どもが把握しております情報

につきましては、平成29年産米の相対取引価格につきましては、60キロ当たりでございます

けれども、夢しずくが１万4,160円、さがびよりが１万4,945円、ヒノヒカリが１万4,030円

となっておるところでございます。

次に、３点目の平成29年産大豆の収穫が天候不順でおくれているが、収量などの影響はど

うかというお尋ねでございます。

平成29年産の大豆につきましては、ことしは播種時期、刈り取り時期ともに天候に恵まれ、

荷受水分量の基準が16％から18％に引き上げられたものの、実際の荷受水分量も14から15％

で荷受けできておりまして、収穫量につきましてはまだ実績値は出ておりませんけれども、

昨年の塩田地区10アール当たり136キロ、これ平均でございますけれども、これを確実に上
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回る収量だとお聞きしているところでございます。

次に、４点目の平成29年産米のトビイロウンカの被害状況と今後の防止対策について伺う

ということでございます。

トビイロウンカの被害につきましては、ことしは前年比50倍となっておりまして、特に県

内でも東部と西部が多く、その中でも嬉野市、特に塩田町が多いようでございます。また、

鹿島、武雄でも被害はありますが、嬉野市に近い地区での被害が多くなっているそうでござ

います。被害面積につきましては、農業共済の対象となる３割以上の被害があるところで、

塩田町が70ヘクタール、嬉野町が16ヘクタールとなっておりまして、３割以下の圃場を含め

ると、相当の被害があると思われます。今後の対策といたしましては、栽培方法や発生に応

じた臨機の防除を励行してもらうよう指導員の方々から指導が必要と思われるところでござ

います。市といたしましても、関係団体からの情報により防災無線で防除の呼びかけを行っ

たところでございます。今後も情報収集に努め、農家への情報提供をいたしてまいりたいと

考えております。

次に、５点目の平成30年産米から減反政策が廃止されると、生産現場はどうなるのか、嬉

野市の具体策を示されたいというお尋ねでございます。

これまで実施されていた生産調整につきましては、30年産より国からの配分がなくとも生

産者がみずから営農計画を立て、需要に応じた米、大豆、飼料米等の生産が行われることが

前提となっているため、地域再生協議会が県の再生協議会と連携して推進していくこととな

ります。そのため、国からきめ細かな需要、価格情報、販売の進捗、在庫情報が提供され、

県は国からのこのような情報を参考にしまして、米や転作作物の生産の目安を地域協議会へ

提示されることになります。これをもとに地域協議会は水田フル活用ビジョンを作成し、生

産の目安を農業者に提示することとなっております。県内におきましては、これまでと同様

に、生産数量目標としていたところを生産の目安と文言を変えて生産調整を行い、農業者へ

提示していくことといたしておるところでございます。

以上で西村信夫議員のお尋ねについてお答えといたします。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

それでは、再質問をさせていただきます。

先ほど冒頭で申し上げたように、減反政策が廃止になるということですが、この減反政策

の廃止については、2013年12月に政府の農業水産地域の活力創造プランの中で米政策の見直

しの中で５年後をめどに生産数量目標を国に頼らないようにする方針が出されております。

いろいろさまざまな議論がされておりますけれども、日本の国は米の需要量が大幅に減って

おります。年間80万トンと言われるような米の消費量なんですけれども、昭和37年度をピー
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クにして減少傾向をずっとたどっておるわけですね。昭和37年度につきましては、相当な米

の消費量があっておりますけれども、大幅に減ってきたという、いろんなさまざまな御意見

の中で策定されたという状況ですけれども、そこで産業建設部長にお尋ねしたいと思います

けれども、産業建設部長は年間に米をどれくらい食べていらっしゃいますか、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）

お答えいたします。

年間にどれくらいという確実な数字はちょっと言えませんけれども、私は夜は必ず２杯ぐ

らいは食べておりますし、昼も米を弁当の分は食べていますので、かなりの分は食べている

と思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そういうことで、かなりではわかりませんけれども、市長はどのくらいお食べになってお

られるか、お尋ねしたいと思いますが。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答えを申し上げます。

私も米食が主食でございますので、朝昼晩食べております。基準よりは少したくさん食べ

ているかなと思いますけれども、大体お茶わんにいたしますと１日に10杯ぐらいは食べてい

るんじゃないかなと思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

食事を食べないことには体力も出ないわけですので、担当課としても相当食べていらっし

ゃると思いますけど、最後に横田課長、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。
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担当課長としてというか、私も米作付をやっている中で、年間に家族４人で８俵ほどは消

費はしておるところでございます。１日で言えば茶わんで七、八杯食べているかと思います。

ただ、このごろ健康志向等のブームの中で糖質制限とか、そういう情報が多くて、なかなか

消費拡大にもつながっていないのかなというところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

それぞれ米の消費量を担当課長、部長、そして市長にお尋ねしましたけれども、昭和37年

度は当初１人当たり115キロ、米２俵食べよったわけですね。しかし、平成25年度は１人当

たり57キロ、30キロ袋２つ、２袋に満たないわけですよね。そういうことで、大幅に米の減

少が続いてきたというのは明らかな事実でございます。

余談に入りましたけれども、早速本体に入っていきたいと思います。

まず第１点目に、米の概算金が公表されておりますけれども、日ごろ概算金というものは

前渡し金ですね。生産者に米の前渡し金として年末に支払うというのが概算金ということで

が、今回、私もＪＡのほうで調査をさせていただきました。先ほど市長答弁でありましたよ

うに、１等米は１万1,000円、そして２等米は１万352円、３等米は9,272円というふうなこ

とで概算金が年末に支払われるだろうと思いますけれども、そこのあたりはもう一回、年末

に払われるのか、もう払ってあるのかどうか、その点確認させていただきたいと思います。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

金額につきましては、先ほど議員御発言のような額となっているということでお聞きをし

ております。

支払いにつきましては、年内に、日にちはまだはっきりとはお聞きしておりませんけれど

も、お支払いができるということで聞いております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

概算金については、それぞれ年度ごとに多少変わるわけですけれども、先ほど答弁いただ

きました大分では１万4,500円と、そして長崎県で１万3,800円と、福岡は１万2,000円と、

なぜ佐賀県は１万1,000円やったのか、お尋ねします。
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○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

その金額につきまして、各県で相違があるというのは、集荷、販売をされているＪＡ全農

さん、そういうところで決定をされておるわけですので、詳細はそちらにお尋ねしないとわ

かりませんが、やはり需要の動向を見て決定をされているのかなというところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そういうことで、各県段階でこれは決定されていくというようなことですが、本来ならよ

その他県並みに支払うべきではないかなと私は思っております。

それから、次に相対取引価格が今公表されております。先ほど市長答弁でもさがびよりに

ついては、今の相場としては60キロ当たり１万4,945円で値が動いておると。夢しずくにつ

いては１万4,160円というようなことでお聞きしましたけれども、12月になっておりますけ

れども、11月については公表されているかどうか、そこのあたりをお尋ねします。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えいたします。

私のほうも最新情報ということでちょっと調べてはおりましたけれども、今現在、私の手

元にあったのは10月現在しか入手をしておりません。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そういうことで、ずっと相場、相場でインターネットに載せて公表されておりますけれど

も、これは米の価格の変動がどういうふうに動いていくかというのが非常にわかるわけです

ので、この辺はやっぱり注視をしていただきたいと願っております。

一番高いところが10月現在が新潟県の魚沼コシヒカリ、これが１俵当たり２万703円で今

動きよるですね。相当高いわけです。全国平均では１万5,501円というふうなことで、10月

現在、動いておるということですが、ブランド米の新潟コシヒカリ２万700円というような

ことで、大きく相場が上がっておる状況でございます。
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昨年の11月につきましては、さがびよりは１万4,220円ということでした。ことしは１万

4,945円、725円ぐらいことしは値が上がって動いておるというようなことですので、生産者

におかれましても、米の品質含めて価格の上昇を願っておるところでございます。

続きまして２番は、先ほど申し上げたように、相対価格との取引状況ですので。

大豆については天候不順と書いておりますけれども、順調にとれていると、収量もとれて

おるというふうなことでお伺いをしておりますので、このあたりは省いていきたいと思って

おります。収量については136キロと言われたですね。昨年以上に動いておるというような

ことで理解をさせていただきたいと思います。

それから、４番目の平成29年産のトビイロウンカの被害も発生しております。平成25年度

におきましては、佐賀県内においては非常に緊急速報も発令されておりますけれども、今回

29年度もウンカの被害が大きく動いておるようでございます。先ほどウンカの被害の状況に

おきましては、嬉野、塩田それぞれ被害状況を示していただきましたけれども、25年産のト

ビイロウンカの被害の後、どういう対策を講じてきたのか、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

どういう対策を講じてきたのかという御質問でございますけれども、技術的には県の防除

センター、あるいは改良普及センター、それが一体となってウンカに対する品種の改良等々

を行っておられるとお聞きはしております。あとはＪＡの技術員さん等も含めて、防除の指

導等も年々行っておられて、ここ数年は被害としてはそう多くはなかったかと思いますけれ

ども、今年度29年度になって、また甚大な被害が出たというところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

25年産も相当な被害が出たわけですが、今回も29年産も被害が出て、29年産については、

防除剤としてトレボン粉剤ＤＬの３キロを相当振っておられますね。そして、今回はスター

クル剤のＤＬ３キロ分を塩田資材店舗には3,069散布をされております。そういうことで、

生産者におかれましては、余分なこういった農薬を振らんことには防除できないというよう

なことでございますので、非常に生産者におかれても、ことしの余分な経費がかかっておる

というようなことですが、そこのあたり、市長、どういうふうに解釈していかれるのか、お

尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）
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市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答えを申し上げます。

トビイロウンカの被害につきましては、前回のときも各圃場を回りまして、被害の甚大な

地区につきましては、全然収穫ゼロというところがございました。特に前回の場合は下吉田

地区とか納戸料地区とか非常に厳しかったわけですけど、今回は先ほど申し上げましたよう

に、塩田地区が非常に厳しいというふうな状況でございました。特に塩田地区、この市役所

近辺も極端にひどかったわけでございまして、収穫の際にはほとんど収穫がないというふう

な状況を目の当たりにしてきたわけでございまして、非常にことしは苦労されたというふう

に思っております。

ただ、防除等につきましても、協議をされまして、できる限り適期での防除をということ

で相当しておられたわけでございますけれども、こういう結果になったということでござい

ますので、やはりこれからは、また同じようなことを繰り返してはならないわけでございま

すけど、県とか試験場関係とか、私ども協議をしまして、やはり主体はＪＡさんになるわけ

でございますけれども、ＪＡさんあたりのノウハウを生かしていただいて、まずは防除の適

期がいつなのかということをしっかりつかんでいただいて、そして農家の方の理解をいただ

きながら防除をしっかりやっていくというのが大事ではないかなというふうに思っておると

ころでございます。

ある人といろいろ話をしましたら、結局トビイロウンカがここで発生するということはな

いわけでございまして、飛来してくるわけでございますので、そのトビイロウンカが飛んで

くる情報をできるだけ早くつかんで、それにあわせて防除をしっかりやっていくという方法

しかないんではないかなというふうなことでございますので、先ほど申し上げましたように、

いろんな機関の情報を集めて対処していきたいと思っているところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

平成25年は塩田と嬉野の資材店舗で生産者が1,375万円がと農薬を買っておるわけですよ

ね。相当な金額ですよ、米農家に対しては。余分な経費が要ったわけです。ことしについて

も3,600袋ぐらい買っておるわけですので、相当な経費が出ていると思いますけれども、そ

ういった意味では生産者におかれましては、このウンカ被害を何とか撲滅していくというふ

うなことで当然考えていくべきじゃないかと思います。

このウンカについては東南アジアとか中国から来ておるというようなことですが、１年１

年トビイロウンカが耐性ができてきておるんですね。その当時はトレポン剤で死亡しておっ
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たわけですけれども、１万匹のトビイロウンカが飛来してきて、そして５匹が残ったと、そ

の５匹が繁殖して勢力拡大していって農薬がきかないような状況になっておるというふうな

理解をしておりますけれども、そこらあたりは課長、理解されておられると思いますけれど

も、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

先ほど議員御発言のように、中国あるいは東南アジアから飛来してきたものがかなりの薬

剤に対する抵抗性ができているというような中で、７月ごろ飛来したものが、ことしでいえ

ば８月に第１世代でもう既に50倍の数になっていると、通常では５倍程度なのに、その時点

でもう50倍になっていると。そしてまた、９月におきましては、そのまた孫といいますか、

第２世代になりますけれども、それもその倍以上にふえていると。最終的に10月ではひ孫の

第３世代、またそれが倍々ということでかなりの数で増殖をしていった結果、今年のような

被害が拡大してしまったということでお聞きをしております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そういうことで、課長もそういった深刻な状況の中にあるということは理解していただい

ておるわけです。

ウンカ被害についての水稲の共済金については、それぞれ調査が行われておりますけれど

も、なかなか満額の共済金が生産者に行かないというのが現状でございます。説明をさせて

いただきますと、例えば10アール、１反当たりの中で５アールが被害に遭ったといった場合

は３アールについては足蹴にされるもんね。２割分しか来ないわけですよ。そういった意味

では、共済のあり方にも問題点があるんじゃないかなと私は理解をしておりますが、そこの

あたりはちゃんと今後対策を講じていかれるべきじゃないかと思います。

せっかく水稲トビイロウンカの被害状況についても資料をいただいておりますけれども、

塩田が70ヘクタール、嬉野町が16ヘクタールの被害状況ですけれども、塩田と嬉野となぜこ

う違うのか、そこのあたりはどういう分析をされているのか、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。
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一概には言えないかと思いますけれども、県等にお尋ねしたときは、やはり気流の関係で

発生する場所は同じ場所で発生したりしているところもあるということでございました。た

だ、そう言いながらも今年は川副あたりの干拓の中でもかなり発生をしているというところ

で、一概には言えませんけど、山間部に近い圃場が気流の関係等で被害が多く発生している

のではないかということでお聞きはしております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

それでは、次に５番目に入りたいと思います。

５番目の農業問題、最後なんですけれども、米の減反政策、先ほど申し上げたように、廃

止されるわけですけど、嬉野については水田協とか佐賀県の再生協と話をして、生産者に米

の配分をしたいというようなお答えをいただきましたけれども、生産者に対して米の配分を

する場合については、今の約４割超の減反配分をされる予想があるのかどうか、そこのあた

りを求めたいと思います。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

国等のお話を聞いている中で、現時点では前年とほぼ変わらない数量で今の需給を見れば

やっていきたいというような意向でございますので、まだ嬉野市の再生協議会の中でも今後

協議をしていかねばならないと思いますけれども、前年並みの生産数量の目安ということに

なるのではないかと現時点では思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

生産調整の目安というものは、法的拘束力はないわけですよね。今までは国の指導のもと

で減反政策を進めてきたんですけれども、今回は廃止になったわけですから法的な拘束力は

ないと私は理解しておりますけれども、つくりたい生産者は幾らでもつくっていいと理解し

ていいのかどうか、そこのあたりを求めたいと思います。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）
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お答えをいたします。

確かに拘束力はございません。ですので、つくりたいだけつくっていいのかという問題が

出てくるかと思いますけれども、あくまで再生協議会といたしましては、その生産者の方に

生産の目安を提示して守っていただくようお願いをしていくしかないと思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

この問題は最後ですけど、いつごろその目安の提示がされるわけでしょうか、その点、明

確に答弁いただきたいと思いますが。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

実は来週、県の再生協議会、あるいはその担当者に対しての説明会が開催されるようにな

っております。それを受けまして、年明けにまた幹事会等を開きながら決定をしていくので

はないかと今のところ思っているところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

年明けぐらいには決定するというふうなことですが、生産者の意向を尊重しながら、この

目安、あるいは生産者に対する規模の作付については十分議論、審議をした上で、理解の上

で示していただくことを切にお願いいたしておきます。

次に、大きな問題、農業集落排水事業についてお尋ねしたいと思います。

五町田・谷所地区農業集落排水事業は、平成23年度から供用開始をしております。工事に

つきましては、平成18年度合併した当時、鳥越公民館で工事の起工式があったですもんね、

市長もあのときに来ていただいたのをよく私は覚えております。

そこで、今の現状、23年度から供用開始しておりますが、29年度、最新の接続状況と接続

推進についてどのような取り組みをなされているか、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答えを申し上げます。
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農業集落排水事業についてということで、五町田・谷所地区の件でございます。

お話しのように、平成23年度から供用開始をしているわけでございますけれども、平成24

年度49.6％から現在平成28年度77.6％と推移しておりまして、まだ接続状況については増加

中でございます。ただ、全体平均とすると低い状況でございます。

接続の推進策としては、市報等において取り組んでおりますけれども、多くのお宅でリフ

ォームが必要なことや宅内工事の費用の負担等がかかりまして、やはりそこには効果があら

われていないという状況でございます。しかしながら、現在、当該地区につきましては新築

の住宅がふえてきておりますので、新規加入者についてはやや増加をしておるというふうに

考えておるところでございまして、今後、また地域の方々にも御理解いただきながら、接続

についての御努力をお願いしてまいりたいと思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

それぞれ担当課、市長部局含めて、推進に向けては努力をしていただいておることには敬

意を表したいと思いますが、28年度は77.6％と答弁いただきましたけれども、77.6％の接続

率について、担当課としてどれくらいの28年度の当初計画をなされておったのか、それより

も大きく上回って77.6％なのか、そこのあたりをお尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

77.6％という数字が妥当というか、目標数値なのかということでございますけど、具体的

に年度末にどれぐらいという目標というのは立てていないと思います。

ただ、先ほど市長が答弁いたしましたように、77.6％というのは28年度末の数字でござい

まして、ことしの３月末の数字です。それによりますと、農集全体４地区ございますが、

84.1％というのが４地区の平均となっております。それに比べますと、確かに今言う77.6％

というのは低い数字だと認識をしております。ですので、この数字を平均以上に、もちろん

そうした場合はまた平均が上がりますけど、接続率を上げていくように努力しているところ

でございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）
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29年度の３月末は84.1％ということですが、なかなかこれ以上が難しい部分が出てきてい

るんじゃないかと思っておりますが、推進につきましては、どういうふうに具体的に推進を

拡大していこうとしておられるのか、そこのあたりをお尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

接続推進の取り組みといたしましては、市報等による取り組みが主なものとなっておりま

す。ただ、現場等に行ったときに、接続されていない方がいらっしゃる場合は直接こういう

ことで接続しませんかというふうな話はなるべくするようにしております。そういうふうな

取り組みをして、なるべく推進をしていきたいと思いますし、しておるところでございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

推進については、これからなかなか、ある程度はどっと接続できたけど、ちょっと今伸び

悩んでおるというのが現状ではないかと思っております。

私も今回、農業集落排水事業の分担金の徴収条例とか、この質問について一通り全部条例

を読んでみました。その中で、この条例の分担金の施行規則の中で、接続において減免の対

象となる施設、あるいは建物が記載してあります。その中で、いろいろ担当課も調べておら

れるだろうと思いますが、減免の対象者となるものはどういうものなのか、お尋ねしたいと

思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

農業集落排水の分担金条例の施行規則の減免規定、減免基準につきましては、国または地

方公共団体の建物とか、それから生活保護に該当される方、また一定の所得以下である高齢

者世帯とか、そういうのを減免の基準としております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

私もずっと見て、今回、農集については最後の質問になるのでずっと調べてみたところが、

先ほど担当課長が言われましたように、生活保護を受給されている方は接続の15万円が100％
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減免されるですね。そしてもう一つは、世帯員が70歳以上であり、かつ市民税が非課税であ

る高齢者世帯、この方が50％減免されるですね。15万円が７万5,000円でよかと。そしてま

た、世帯に重度の身体障がい者の方が同居し、かつ市民税が非課税である者、重度の身体障

がい者というのは身体障がい者１、２級ですね、この方が世帯におられる場合については

50％減免すると、７万5,000円でいいと。そしてまた、父子世帯または母子世帯、そしてま

た市民税が非課税である者は、これまた50％の減免、２分の１の７万5,000円でいいという

ようなことですが、今までこういった対象者がおられたのかどうか、そしてまた、こういう

対象者に対してどういうふうに調査をされて、この加入金を徴収されておるのか、その点を

お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

前のと言ったらちょっと語弊があるかわかりませんが、分担金条例の施行規則は改定を去

年しておりまして……（「去年おととし」と呼ぶ者あり）去年の10月７日施行ということに

なっております。その前までは生活保護と災害その他特別な事情があるときのみの減免とい

うことでございました。ですから、その前のときの減免に対してどれだけ該当者がいたかと

いうのはちょっと把握していないんですけど、改定後の減免につきましては１件対象がござ

いました。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

１件対象があったということですが、この３つのうちにどこが該当して１件なのか、まず

そこをお尋ねします。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

ことしの３月に五町田小学校の学童保育施設につきまして減免をしておるところでござい

ます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。
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○16番（西村信夫君）

五町田小学校の学童施設は減免したということですが、この70歳以上のお年寄りの世帯が

生活されておる人も50％減免やけん、その中で、こういう減免措置は市民の高齢者に対して

広報などしたかどうか、そしてまた、身体障がい者が１級、２級の方がいらっしゃる同居に

対して農業集落排水に接続した場合は50％減免ありますよというような広報をしたかどうか、

そのあたりをお尋ねします。

また加えて、母子世帯、父子世帯、この方たちも接続した場合は７万5,000円でいいです

よというふうな広報をしたのか、そしてまた、早く３年以内に接続した場合は特割で７万

5,000円でよかったもんね。それがこの７万5,000円の50％だから３万7,500円でいいんじゃ

ないかなという理解をするわけですけれども、そこのあたりはどういうふうに見解をお持ち

なのか、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

まず、広報という意味では、特別にはやっていないと思います。それはやっていないと思

います。

それと、実際そういうふうな方が申し込みをされるときには、うちもそういうふうな減免

の規定がございますので、そういうふうなとに該当しないかというのは聞き取りはやってい

ると思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

これは該当者がおらないかおるかということについては、この減免措置はわからないわけ

ですので、当然加入促進する場合については、接続するについてはこれを提示せにゃいかん

と私は思うわけですよね。市としての責務じゃないかと思うわけですよ。それをやっていな

いということでしょう。それやってなかった場合については、もしこの方たちが該当する人

がおって、単年度、早く申し込んだ人は７万5,000円でよかった、あるいは３年過ぎてから

15万円で払ったという人の中に対象者がおるんじゃないかなという私は予測を持っています

けど、そこのあたりはどういうふうに捉えていらっしゃるか、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）
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お答えいたします。

供用開始の３年以内の接続については、すみません、その書面を見たことないんですけど、

広報はやっていると思います。ただ、今回の改定につきまして、市報等では多分広報はやっ

ていないと思います。ただ、今言いましたように、排水設備の申し込み関係をされるときに、

そういうふうな減免規定は、うちは把握をもちろんやっておりますので、窓口で受け付けも

やっていますので、そういう意味での照合はやっていると思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そういった照合はやっているというようなことでありますが、１件の申請のみやったとい

うこと、そしてもう一つ大きな問題がある。その中で、浄化槽設置による水洗化を実施して

いる人が、例えば、合併浄化槽を設置しておると、その合併浄化槽を設置しているときにつ

いては、国の補助金を受けたという人に対しては一般家庭では50％の接続の料金でよかよと。

そして、前は合併浄化槽を設置するときは、くじ引きがありよった。くじ引きがあって、合

併浄化槽の設置に国の補助金をもらう人ともらわない人があった。くじで当たった人はもら

ってよかった、当たっていない方はもらえなかった、そのもらえなかった人が今回、集落排

水事業に接続した場合は75％の減免があるわけよ。この対象者が今までおるんじゃないかと

いう予測をしておりますけれども、そのあたりどう担当課としては把握されておるのか。う

ちのことで恐縮ですけれども、例えば、合併浄化槽をはめておったと、集落営農が来たと、

接続をしたと、早いときにしたら15万円でよかったと、しかし、国の補助を受けとった場合

は50％でよかということで７万5,000円、その７万5,000円の半分の３万7,500円でよかじゃ

ないかなという解釈を私は思っておるけど、そこのあたりはどういうふうに捉えているのか、

お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

合併浄化槽の方が農業集落排水に接続をされるときは、合併浄化槽の廃止というふうな形

になります。うちのほうで合併浄化槽を設置されている方の把握は行っています。かつ、そ

の方が国などの補助金をもらっている方も把握しています。よって、そういう方が新しくう

ちの農業集落排水事業につなぎかえられるときは、そういう意味での把握はできていますの

で、75もしくは50％の減免規定に該当するということはわかります。

以上でございます。
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○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そしたら、国の補助金を受けて合併浄化槽をした人は把握していると。受けていない人に

ついては把握されておるかどうか。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

把握しております。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そしたら、そういう人たちにはこの75％と50％の減免措置はできておるということですね。

件数は何件あったのかどうか、そこのあたりをお尋ねします。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

把握はしていますけど、今ここに資料を持ち合わせていないので、件数はわかりません。

ただ、先ほど言いますように、減免規定の改定が昨年の10月に行っていますので、その以降

に申請をされた方があくまで対象となるということでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

その以降についてが対象になるわけですね、28年10月以降、改正したけんね。その場合に

ついては、全ての方の接続、合併浄化槽を設置した部分についての履歴はそしたらうちは残

っておるわけでしょう。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

履歴という意味がわからないんですけど、今現在、合併浄化槽を設置されている方は把握
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しているということでございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そこのあたりはやっぱり私も見よって、これはいかがなものかなという非常に疑問な点が

あったわけですので、この辺についてはしっかり今後接続の状況のときに、身障者がおられ

る世帯、あるいは合併浄化槽を国の補助金を受けておられる方、あるいは補助金を受けてい

ない方、あるいは父子家庭、母子家庭、生活保護、そういう人たちの分析をきちっと把握し

ながら、これは進めていかんことには大きな過ちを起こすんじゃないかと思いますので、そ

このあたりは十分接続についての市民への広報についてはしていくべきじゃないかと思って

おります。

そしたら、次に入ります。次は農業集落排水施設から発生する汚泥、農地還元が目的であ

ったわけですね、五町田、谷所は。肥料登録はどのようにされておるかということをお尋ね

したいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

肥料の登録につきましては、普通肥料としてことしの２月10日に登録ができているところ

でございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そしたら、もう肥料登録はできておるということですね。

そしたら、肥料登録ができることによっては、肥料の名称とか、あるいは肥料の販売とか、

あるいは肥料の申込方法とか、あるいは１世帯当たりに幾らぐらいまで販売していいか、そ

このあたりのきちっとした規則はできておるわけですか、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

肥料の販売につきましては、来年の４月１日より行うようにしております。また、販売方
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法についても要綱で整えているところでございます。

ただ、名称と言われましたが、これにつきましては、汚泥発酵肥料としてできた当時、平

成25年ぐらいと伺っていますけど、25年３月ぐらいに庁舎内でございますが、名称を募集い

たしまして、それを課内で協議いたしまして、みのりコンポという名称に決め、ちょっと後

で見たんですけど、成分分析をするときも飼料の名称ということで平成25年ぐらいにしてあ

るんですが、みのりコンポと書いてありました。また、肥料登録をやるときも、みのりコン

ポということで申請をやっているところです。

私もみのりコンポありき、言い方が悪いんですけど、名称としてみのりコンポありきとい

うことで思っていまして、当時のそういう意味での公募というのは知りませんでした。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

肥料登録もできたということで、来年４月から本格的にこれは販売ということですが、１

袋幾らで販売されるのか、そしてまた、肥料登録についてはできておりますけれども、これ

は登録は期限は３年に１回切りかえていかんばいかんな。この切りかえ部分については経費

はどのくらいかかるのか。

そしてもう一つ、３点目には肥料のみのりコンポという名称は担当課でいろいろ話をしな

がら名づけたと言うけど、本来なら公募して名づけるのが当然じゃないかと私は思いますけ

れども、そこのあたり３点お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

先ほど言いましたように、みのりコンポという名称に関しては、私の認識としてそれあり

きだというふうに思っていたところにつきましては申しわけなく思っております。

それと、肥料の登録有効期限につきましては、議員御発言のように３年間ということでご

ざいます。また、３年後には更新が必要になります。

それと、みのりコンポは、うちの肥料は１袋10キロですが、200円で４月より販売したい

と思っています。

以上です。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）
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４月から10キロで200円と。200円というところもあるし、100円というところもあるし、

200円の根拠はどういうふうにして決めたのか。この肥料の効果が非常にいいから100円を

200円に上げたのかどうか、そこのあたりはどう解釈していらっしゃるのか、お尋ねします。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

余りはっきりしたことが言えなくて、先ほどから申しわけないと思っていますが、近隣市

町の同じような系列みたいな肥料の価格を参考にして決めました。

以上です。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

それでは、決めて販売を４月からするということですので、恐らく大きくコンポスト化に

向けての事業は動いていくということを理解しておきたいと思います。

そして最後に、農業集落排水事業の使用料ですね、今、基本料金と１世帯当たり500円と

いうことになっていますけど、使用料はどうなるかというようなことが以前からお話があっ

ておりましたように、今見解としてはどういうふうに基本的な考えをお持ちなのか、お尋ね

したいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

農業集落排水の使用料につきましては、今まで多分一回も改定はなされていないと思いま

す。今、一般世帯で基本1,000円プラスの人数１人に500円掛ける消費税だと思います。

何回か議会の中でもどうなるんだという質問を受けていますが、私のほうで今言えるのは、

今審議をやっているところでございまして、ただ、方針といたしまして、公共下水道の使用

料体系に合わせると。基本的には水道の使用量を汚水量とみなし、10トンまで1,200円、増

す１トンごとに150円というふうな使用料体系がございますけど、これは決定ではないんで

すが、一応私はそのような方向に持っていくように今審議会の中も含めて審議中でございま

すけど、私のほうではそういうふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。
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○16番（西村信夫君）

公共下水道の料金設定に合わせていこうというふうなこと、よその市町もそういう方向の

町が結構あるわけですよね。今までは３人世帯で2,500円と消費税やったわけですけれども、

これが公共下水道のほうに合わせていった場合は、世帯割と公共下水道の水量に合わせて比

較した場合、料金はどういうふうになっていくのか、そこらあたりまで把握されておられる

か、この辺は大まかでいいですから、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えします。

平成28年度の塩田地区の農業集落排水地域の水道量のデータをもとに試算は行っています。

そうした場合、単純に平均を割り返したところはほとんど今の公共下水道の使用料体系で料

金を徴収するものと、農集で料金を徴収するものはほとんど変わらないという計算結果が出

ています。若干は違いますけど、基本的には変わらないというデータをもとに、そういう分

析をやったもとに行けるというふうに私も判断して進めておるところでございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

料金は変わらないという理解をしていっていいものか、そしてまた、これを実施した場合

はいつからそういうふうに実施をされる予定なのか、そこまで含めてお尋ねしたいと思いま

す。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えします。

このことにつきましては、私一人で決めることではございません。あくまで審議会の答申

を受けないといかんと。まだ答申も受けていないと。ただ、言いますように、今言った解析

というか、検証をした結果、余り変わらないということでそっちの料金体系のほうで進めて

いっているというのは事実でございます。

この間の議会のときも申しましたが、私の課として、課長としての目標は平成31年の４月

１日より料金統一を行いたいというふうに思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）
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西村議員。

○16番（西村信夫君）

平成31年の４月１日から料金改定をするということで理解をしていきたいと思います。

本来なら農業集落排水の説明会のとき、料金形態については上げないという集落の説明会

があったわけですよね。しかし、その後、大幅に年月も過ぎておるので、そして少子・高齢

化が進んでおりますので、ある一定の改定の理解は示すものの、市民に負担が伴わないよう

に、ぜひ私からもお願いをしておきたいと思っております。お答えを願います。

○議長（田口好秋君）

環境下水道課長。

○環境下水道課長（副島昌彦君）

お答えいたします。

今の議員御発言の中で、あくまで31年４月１日は私の目標であって、私一人で決めること

はできないということは御理解いただきたいと思います。

それと、料金の負担という意味では、計算上では合うんですけど、平均額が変わらなかっ

たから行けるということで進めているのであって、なるだけ料金体系が変わったときに御負

担がふえないような方向でいろんな措置というのは私のほうで検討しているところでござい

ます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

そういうことで、農業集落排水事業の使用料も変わっていくというような状況ですから、

市民の負担増にならないような形態、組織をつくっていただくことを切にお願いを申し上げ

ておきたいと思います。

それでは、最後の質問になります。五町田の火の口交差点と国道498号について。

私は、これは何回となく以前からも質問をしております。喫緊の問題ということで市部局

も考えていただいておるというのは、この間の９月議会の市長答弁でも理解をしております。

その後、３カ月たちましたけれども、火の口交差点はどういうふうに動いていっているのか、

そしてまた、今現在、交差点のあそこ空き家がありますけれども、非常に危険度を増してお

ります、年々ですね。そういうことで、きょうも前を通っておりますけれども、トタンが道

路に倒れそうになっております。そしてまた、屋根瓦もほげて落ちそうになっております。

そういう状況の中で、子どもたちの通学路の安全・安心が保たれるかどうかというのは非常

に私は危惧しておりますので、そのあたりはどういうふうに見解をお持ちなのか、お尋ねい

たしたいと思います。
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○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答えを申し上げます。

お尋ねにつきましては、まず火の口交差点の件でございますけれども、議員御発言の箇所

につきましては、県及び嬉野市にとりましても、重要箇所の路線と認識しておるところでご

ざいまして、火の口交差点につきましては、再三所有者の方と交渉を重ねてきた経緯もある

わけでございます。特に近年は県の提案とは別に嬉野市として独自にお手伝いができないか

どうか交渉した経緯もございますので、これから詰めの交渉をぜひしていただくように期待

をしたいというふうに思っておりまして、県のほうもこれにつきましては私どもの動きも十

分承知しておられますし、また県のほうも努力をするということでお話をしておられますの

で、何とか解決の策を見つけていきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

精いっぱい交差点の改良については、市長も頭に描いて、教育長もおられると思いますけ

れども、教育長の見解を求めたいと思います。

○議長（田口好秋君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

火の口交差点についてでございますけれども、実は12月１日も挨拶運動を兼ねて７時ちょ

っと過ぎから立ってみました。常々交通量が多いなというふうに思っておりますけれども、

確かに相変わらず多いですね。特に五町田小学校の子どもさん、それから塩田中学校の子ど

もさんが通っていらっしゃいますので、そういった意味では歩行について十分なる指導をし

ていこうというようなことで取り組みをしておりまして、実は10月23日に建設・新幹線課、

それから警察署、県土木事務所、それから学校の校長先生、交通アドバイザーあたりを同伴

して、いわゆる安全な標識等あたりができないかどうかということも含めて検討いたしまし

た。その結果、学校警戒標識あたりをできるだけ早く立てていこうという方向性になりまし

たので、そういったことで標識あたりは設置をすると。

それと同時に、学校内では、例えば五町田小学校でございますと、警察官のＯＢの方、交

通安全アドバイザーあたりを招いて、交通安全にかかわる指導、講話等をしていただいてお

ります。そういうふうにして年間を通して、特に五町田小学校では約30％の子どもさんがあ

そこを通ってくるわけですね。五町田第３、第４、福富、それから袋、大牟田、真崎を合わ
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せると30％の57名の子どもさんも通られますので、そういったところで学校側にも十分な指

導をするようにということで、これまでもしてきていますし、引き続きお願いをしていると

ころでございます。

以上のような形で、とにかく交通事故がないように登下校をしようということで取り組ん

でいるところでございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

担当課長にお尋ねしますが、９月、私が質問をした、そしてまた同僚の田中平一郎議員も

以前ずっと質問をしていただいております。あそこは五町田地区のへその部分です。早急に

改良せんことには、やはり非常に危険が増すということは十分承知と思いますけれども、も

し発生した場合が、所在的な責任を問われるという状況もあり得るわけですので、どういう

ふうに担当課長として考えていらっしゃるのか、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

先ほど市長も答弁をいたしましたけれども、火の口交差点につきましては非常に重要な交

差点というふうに認識はいたしております。火の口交差点につきましては、昨年の12月、私

と今の辻総務企画部長、並びに地元の関係者、また田中平一郎議員にも御足労を願いまして、

私、初めて御挨拶に伺ったところでございます。

今回、西村議員のほうから質問を頂戴いたしておりましたので、電話をかけてみました。

そういった中で、地権者の方から地元の方とか田中平一郎議員が何回か足を運んでいただい

たという報告をいただきまして、私としましても、連絡が途絶えておったのをおわびしたよ

うな状況でございます。今の現在の状況をお聞きしましたところ、地権者様が相続権者さん

が何名さんかいらっしゃると、10名程度いらっしゃるということでございましたけれども、

今現在、代表の相続人を特定いたしまして、書類の手続を準備していただいているというと

ころでございまして、もう少しだというお話をいただきましたので、私どもとしましても非

常に期待をしているところでございまして、そういった書類等が全て整えば、土木事務所と

足並みをそろえて、一日も早い事業化に向けてお願いをしていきたいというふうに考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。
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○16番（西村信夫君）

市長、教育長、担当課も含めて押して押してずっと押していって、もう少しという段階ま

で来ていると理解しておりますけれども、30年度ぐらいに目に見えた動きが出るのかどうか、

そこんたいはどういうふうに解釈しているか、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

私どもとしましては、30年度、早い時期に事業化ができればいいんだろうと思いますけれ

ども、いかんせん、相手があることでございますので、そこにつきましては明言はできない

のではないかというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

非常に危険というのは十分教育長も御存じと思います。さっき言いよったごと、トタンが

倒れそうにしております。瓦が落ちそうにしております。そこをもし通った場合は非常に重

大な事故が発生する可能性がありますので、早急に学校を含めて、やはり通学路の安全・安

心な道路として早く確保していただきますことを、私は場外から今度はずっと見詰めていき

たいと思っておりますので、よろしくお願いして、最後に教育長の答弁を求めたいと思いま

す。

○議長（田口好秋君）

教育長。

○教育長（杉﨑士郎君）

12月１日にもう一回挨拶運動に行ったときに、特に塩田中の生徒さんは自転車で向こう側

の信号機を渡って、そしてこちらのほうに渡ってこられて、そして農協の前を行かれるとい

うコースを通っていますので、そういうことからすれば、幾らか崩れかけておる部分がちょ

っと奥になった形になっていますから、そういった形でいくと、早目に来年度中あたりに結

論が出てくれば、右側通行、左側通行の方法も考えられるのかなと思いますけれども、いず

れにしても、信号機があそこにありますので、やはり子どもたちを安全に渡すためには信号

機に従っていくことが一番肝要じゃないかなと。そして、できれば歩車分離型の信号機あた

りも過去に提案をしてはおります。しかし、今の閉塞的な形になっていますので、現状では

無理であるということでございますので、将来的にはそういった歩車分離型の信号機あたり

も提案しながら、子どもたちの安全登校に努めていきたいというふうに思っております。
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以上、お答えにしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

ぜひ今度新市長に、新しく市長が誕生、かわるわけですけれども、この安全・安心のまち

づくりの通学路、特に五町田のへその部分については、早急に取りかかっていただくように

引き継ぎをぜひ教育長からもお願いしたいと。あわせて、建設・新幹線課長も、これに御尽

力をさらにしていただきますようにお願いを申し上げておきたいと思います。

最後に、国道498号ですけれども、市長はこの間の９月議会におきまして、自分の政治生

命をかけて国道498号については努力していきたいというふうなことを言われましたけれど

も、今後、大きな動きはないかなと思うんですけれども、その後、幾らかの経過はあったか

どうか、お尋ねしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

今、御発言の国道498号につきましても大きな課題になっておったわけでございますけれ

ども、おかげさまで地区の区長さんあたりが本当に御努力をいただいておるところでござい

まして、引き続き御努力をいただいております。また、その状況等につきましては、一応県

のほうにもちゃんと伝えていただいて、話し合いをしながら努力をしていただいておるとこ

ろでございまして、私どもも本当に敬意を持って今、区長さん方の動きを理解しておるとこ

ろでございますので、ぜひ着工に向けて努力していただければというふうに思っております

し、私どもも当然しなくちゃいかんというふうに思っております。

そういう中で、もう数件、最終的には承諾というですか、そういうことを御了解いただく

手続が必要だというようなことでございますので、区長さん方が引き続き努力をするからと

いうお話をいただいておりますので、私たちとしてもぜひ前向きにお考えいただくように期

待をしているところでございまして、またその後の動きにつきましては県とも十分協議をし

ておりますので、できるだけ早く着工できるように、しっかり努力をしてまいりたいと思い

ます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

西村議員。

○16番（西村信夫君）

国道498号、そしてまた、先ほど申し上げた五町田のへその部分の火の口交差点の改良に
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ついて、早急に取りかかっていただきますようにぜひお願いを申し上げておきたいと思いま

す。

これで私の一般質問を終わります。

私も今思い起こしますと、長年一般質問をやってきたわけでございますけれども、本当に

市長初め副市長、教育長、嬉野市の発展のために御苦労いただいたこと、本当に感謝してお

ります。そしてまた、執行部の皆様方には厳しい意見も申し上げたという思いもあります。

これから嬉野市のさらなる発展のために、さらにさらに邁進されますことを切に希望いたし

ます。

市長とは長年、22年御一緒させていただきましたけれども、本当に私も振り返ってみます

と、はや22年目を迎えております。あっという間の人生でございましたけれども、いい貴重

な経験をさせていただきまして、そしてまた、市民のお一人お一人の意見を反映させたつも

りでございます。私は、今後とも嬉野市のさらなる発展のためにしっかり皆様方の御活躍を

祈念申し上げまして、今議会最後の質問とさせていただきます。本日はまことにありがとう

ございました。

○議長（田口好秋君）

これで西村信夫議員の一般質問を終わります。

一般質問の議事の途中ですが、ここで13時まで休憩いたします。

午前11時39分 休憩

午後１時 再開

○議長（田口好秋君）

それでは、休憩前に引き一般質問の議事を続けます。

13番梶原睦也議員の発言を許します。梶原睦也議員。

○13番（梶原睦也君）

議席番号13番、公明党の梶原でございます。傍聴席の皆様におかれましては、傍聴まこと

にありがとうございます。

本日の一般質問は、おかげさまで平成18年の初当選以来、一回も欠かすことなく登壇させ

ていただき、今回で48回目の一般質問となります。これまでさまざまな指摘や提案をしてま

いりましたが、達成できたこと、できなかったこと、さまざまございますが、今後とも研さ

んを重ね、市勢発展のため全力を尽くしてまいります。

地方議会の大きな役割は、行政機関へのチェック、いわゆる見張り役であり、住民のため

しっかりと行政が行われているのか、常に見ていく必要がございます。そのためにも地方議

員は現場の声に真摯に耳を傾け、その声を、あるときには声なき声を市政に反映し、政策と

しての形となしていかなければなりません。今後とも市民お一人お一人の声を反映できる議

員活動に取り組んでまいります。
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さて本日は、これまで献身的に市政に取り組んでいただいた谷口市長の御功労に敬意を表

しつつ、谷口市長との最後の一般質問に臨ませていただきたいと思っております。

それでは、議長の許可をいただきましたので、通告書に従い質問をいたします。

今回は、新幹線嬉野温泉駅（仮称）を生かしたまちづくりについて、日本一の福祉のまち

づくりについて、雇用環境の整備について、居住環境の整備についての４点を質問いたしま

す。今回の質問については、総括的な質問となりますことを御了承願います。

それでは、１点目の新幹線を生かしたまちづくりについて質問をいたします。

先日、12月２日は、石井国土交通大臣が新幹線嬉野温泉駅並びに周辺整備についての視察

にお越しいただきました。この際、市長からは新幹線を使ったまちづくりの構想についてさ

まざま御要望されていたので、そのことについても後ほどお伺いをしたいと思っております。

私も市長とともに同行させていただき、石井国土交通大臣に九州新幹線西九州ルート建設

に至るこれまでの経緯についてお話をさせていただきました。大臣は、嬉野温泉駅視察の後、

武雄温泉駅から特急ハウステンボス号で帰路に着かれましたが、その車中で、やっぱり西九

州ルートは全線フルじゃないとだめだなと感じていただいたのではないかと勝手ながら思っ

た次第でございます。また翌日は、本市におきまして周辺の新幹線関連自治体によるシンポ

ジウムも開催され、フル規格実現に向け、また一歩前進したのではないでしょうか。

さて、本市は早くより九州新幹線西九州ルートの整備については全線フル規格での整備を

進めてきたわけでありますけれども、市としての今後の戦略はどうお考えなのか、また、新

幹線駅と市中心部との連携はどう図っていくのか、お伺いいたします。

新幹線が開通しても、長崎のよいところどりになってしまうという意見がございます。ミ

ニ新幹線やリレー方式ではそのようになるおそれもあるでしょう。だからこそ、ぜひともフ

ル規格をかち取り、関西地域からの流れを西九州地域に呼び込み、周辺自治体との連携を図

らなければならないのでございます。そうすることにより、必ずや嬉野市の地域振興、活性

化は図られると考えますが、市長の見解をお伺いいたします。

以上で壇上からの質問とし、あとの質問は質問席より行います。

○議長（田口好秋君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

梶原睦也議員のお尋ねについてお答え申し上げます。

お尋ねにつきましては、新幹線嬉野温泉駅を生かしたまちづくり、１点目が九州新幹線西

九州ルートの全線フル規格の実現に対する取り組みはどうしていくのか、２点目が駅周辺と

嬉野温泉本通りとの連携はどのように考えているのか、３点目が西九州地域との連携はどの

ように考えているのかというお尋ねでございます。

九州新幹線西九州ルートにおきましては、フリーゲージトレインの導入が事実上困難とな
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っている中、本市においても本来の新幹線の目的である高速性、安全性、定時性が確保され

る全線フル規格での整備が望ましいと考えて行動しておるところでございまして、ぜひ御理

解をいただきたいと思っております。

先日御報告を申し上げましたように、石井国土交通大臣が嬉野温泉駅建設現場に立ち寄っ

ていただきました。この機会をつくっていただきました関係の皆さん方には心からお礼を申

し上げたいと思います。そのときにもお話しを申し上げましたけれども、県、国、また関係

機関、そしてまた地域の地権者の皆さん方の御理解、御支援をいただいて、嬉野温泉駅前周

辺整備の事業につきましては計画どおり順調に進めているということを御報告したところで

ございます。また加えまして、嬉野市の区画整理事業の進捗具合、そしてまた、嬉野医療セ

ンターの建設の状況等も御報告を申し上げたところでございます。石井大臣におかれまして

は、私どもの真摯な努力によって嬉野温泉駅周辺が順調に整備されていることにつきまして

御理解をいいただき、今後のまちづくりについても期待をしたお話をいただいたところでご

ざいまして、大変喜んでおるところでございます。

今回の石井大臣の嬉野市来訪につきましても、ぜひ今後のいろんな課題についての一助に

なるということを期待しているところでございます。

加えまして、12月３日には嬉野市公会堂におきまして新幹線まちづくりシンポジウムを開

催したところでございます。この５市連携でのシンポジウムにつきましては、さまざまな形

で開催をしてきたところでございますが、５市連携のシンポジウムの中で５年ぶりにこの会

を開催いたしました。開催の目的といたしましては、先ほど申し上げましたように、西九州

ルートをフル規格で整備していただくという目標のために実施をしたところでございまして、

私も会場におきまして、この大会の目的はただ一つ、全線フル規格の整備であるということ

を強く申し上げたところでございます。

嬉野市におきましては、以前、新幹線西九州ルートの決定の際にそれぞれの地域から嬉野

市体育館にお集まりいただきまして、2,000人規模の大会を開催いたしました。その開催に

よって新幹線西九州ルートの着工が決定したというふうに私は考えておるところでございま

して、それと同様に今回の12月３日の大会がフル規格への大きな動きになったというふうに

考えておりますし、また、それを力として今後とも努力をしなくてはならないと考えておる

ところでございます。

また、それに先立ちまして、本年７月には武雄市と合同で佐賀県知事に対してフル規格の

要望書を直接提出したところでございます。佐賀県知事への面会はできませんでしたけれど

も、副知事に対しまして要望書を提出したところでございます。私どもの基本的な考え等に

ついても御理解をいただいたというふうに考えておるところでございます。

加えまして、11月には沿線５市首長そろいまして国交省、また関係機関への要望、また関

係の国会議員との対談等もしたところでございまして、その際には大変お忙しい中に田口議
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長も御臨席をいただきまして御意見等をいただいたところでございまして、田口議長の御理

解についても心からお礼を申し上げたいと思います。

今後も沿線５市と連携を図りながら各方面へ働きかけを行っていくとともに、市民の皆様

へフル規格の機運を高めていく取り組みを行ってまいりたいと思います。加えまして、前回

のシンポジウムでも話が出ましたけれども、佐賀県民の皆さん方への御理解を強く進めてい

く必要があると思いますので、今後ともの嬉野市議会の皆さん方の御理解、御支援をお願い

するところでございます。

次、２点目の駅周辺と嬉野温泉本通りとの連携はどのように考えているのかということで

ございます。

新幹線嬉野温泉駅は、新しい玄関口としてふさわしい整備を今検討しているところでござ

います。駅の整備につきましては、おかげさまで関係機関の御理解をいただきまして、私ど

もが要望いたしました嬉野温泉にふさわしい、いわゆる和風の雰囲気を生かした新しい駅を

計画するということで決定をしていただいたところございまして、既に事業等も進んでおる

ということでございます。

先般、肥前吉田焼の皆様からもお話がございましたけれども、デザインの中に肥前吉田焼

を生かしていただくという要望につきまして、既に関係機関と肥前吉田焼のグループの方と

の協議も始まったということで大変喜んでいるところでございまして、このままぜひ私ども

が要望しました嬉野温泉駅の駅舎が完成することに期待をしてまいりたいと思います。

加えまして、御利用いただくお客様をいかに温泉街へ誘導するかということが課題だと捉

えておるところでございます。現在、嬉野温泉本通りにつきましては、地元の方々や関係者

との協議を重ね、先般、議会のほうで御理解いただきました新しい空間デザインの検討会を

立ち上げておるところでございます。この検討会では、魅力的な本通り、道路空間の再編を

目指して、次年度に社会実験を行う予定としているところでございます。当然、駅周辺と本

通りの両輪で連携のもと整備を進める必要があると考えておるところでございまして、まず

は新しい事業、空間デザインのあり方というものをしっかりまとめてまいりたいと考えてい

るところでございます。

次に、西九州地域との連携はどのように考えているのかということでございます。

西九州との連携でございますが、非常に大事なことと認識をしているところでございまし

て、昨日の御質問でもございました、いわゆるリレー方式の、しばらくの時間でございます

けれども、その間につきましてもやはり西九州全体の魅力を拡大するということで、この課

題を乗り越えたいというふうに考えておりますので、今まで以上に西九州地域との連携が大

事になってくるというふうに考えておるところでございます。

これまでもさまざまな事業を行ってまいりました。今後につきましてもさらに連携を深め

ていく必要があると考えていますので、さらなる努力を行ってまいりたいと考えておるとこ
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ろでございます。

以上で梶原睦也議員のお尋ねについてお答えとさせていただきます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

今、市長のほうから話がありましたように、これまでも同僚議員のほうからも質問があっ

ておりますので、この件に関しては、今まで九州新幹線長崎ルート、フル規格でということ

が最大の課題だと思っております。今回質問させていただきましたけれども、中身のところ

について深くというんじゃなくて、今後の嬉野市の九州新幹線に対する取り組み、総括的な

質問をさせていただきたいと思っております。

まず最初に、国交大臣と今回お話されてというのは今、市長のほうからお話がありました

ので、しっかりとそこら辺も取り組みをお願いしていきたいと思っております。

一番大事なフル規格実現に向けてということで、今、一番ネックはやっぱりどうしても県

のほうがですね、県として前回のシンポジウムでは、長崎県のほうは一本化でまとまってフ

ル規格に向けてということでありますけど、嬉野、武雄につきましては、県でなかなかそう

いう一本化した形での取り組みができていないと、ここが一番ネックじゃないかなと思うん

ですけれども、働きかけはしているということでございましたけれども、ここら辺について

は市長の御見解はいかがでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

今回のフル規格の課題につきましては、私どもの考えにつきましては基本的には既にもう

お伝えをしたところでございまして、以前のいろんな流れを見ておりますと、ようやく長崎

県側もフル規格について動きを始めていただいたので、これがチャンスだというふうに思っ

ておるところでございます。私どもは、それ以前から最終的にはフルでという要望をしてま

いったところでございますので、そういう点では長崎県側と一緒に動けるということもござ

いますけれども、まずはやはり佐賀県の皆さん方の御理解をいただくことが大事だろうと思

っておるところでございます。

先日の県議会の一般質問に対しての知事の御答弁も拝聴しておったところでございますけ

れども、今の段階ではやはり負担金の問題とかそういうものがございまして、知事も非常に

苦慮しておられるんではないかなというふうに思っておるところでございます。

現在の動きをお聞きした段階でございますけれども、国のほうの与党の協議会、ＰＴが３

月ごろには開催されるということでございまして、その前に私どもとしてはルートとか正式
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な費用とか負担金とか、そういうものがまだ十分把握できていないところもございますので、

そういう点が明らかになった時点でも、また新しい考えも出てくると思いますので、できる

限り佐賀県内の自治体の方々にもお訴えをしていきたいというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

県ということで私も言いましたけど、今、市長のほうから話がありましたように、県内の

各自治体もそれぞれ温度差があるんじゃないかなと思っております。そこら辺についてもし

っかり自治体の御意見も聞いて、やっぱり協力していただかないと、なかなか進んでいかな

いんじゃないかなと思っているところでございます。

あともう一点は、足元の嬉野市民の皆様の新幹線に対する、我々はフルでと一生懸命言っ

ているわけでございますけれども、そこら辺のところがまだまだ市民の皆様には伝わってい

ない部分もあるんじゃないかなと思いますけど、この点について市長いかがでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

先ほど申し上げましたように、県内の皆さん方にはぜひ御理解をいただきたいと思ってお

るところでございまして、そういう努力は継続してまいりたいと思います。

以前の西九州ルートが着工できるかできないかという段階でも、非常に厳しい状況を私ど

もとしては県民の方々に訴えることを続けていって、そして、今、県民の方々が御理解をい

ただいて、いわゆる着工ということになったわけでございまして、そのときのことと同じよ

うな考えでございまして、やはり誠実に訴えていかなければならないというふうに考えてお

るところでございます。

また市民の皆様には、やはり私の責任といたしましても、駅前整備等につきましても本当

に地権者の皆さん方が御理解をいただいて現在の工事が進捗しているところでございまして、

この進捗状況につきましては、この前、梶原議員も御存じと思いますけど、大臣も大変順調

にいっているということについては評価をいただいたところでございますので、そういう点

は地権者の方々にまずお礼を申し上げたいと思います。

また市民の皆様に対しては、やはり私どもが将来への整備ということで、いわゆる予算等

も投下をしているところでございまして、予算を投下した場合の、最高の投下の効果を上げ

ていくということは私どもの責任だと思っておりますので、そのためにはやはりフルでやる

ということが将来の嬉野市全体への大きなプラスになっていくということをお一人お一人に
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御理解いただくような動きをやはり継続してやっていかなければならないというふうに思っ

ております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

先ほど、今の部分も含めてなんですけれども、この前、石井国土交通大臣と市長と話され

ているときに、この周辺整備についてもいろいろ話をされておりました。嬉野は温泉が一番

大きな目玉であります。温泉と新幹線とのコラボレーションというか、そういったことにつ

いてどのようにお考えなのか、この点についてお伺いしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

温泉と新幹線との関係でございますけれども、御承知のように、新幹線の駅から全国でも

一番近い温泉地になるというふうに思っておるところでございまして、熱海とかいろいろご

ざいますけれども、それと同じように、いわゆるほかの地域から考えますと、温泉街とか、

まちのど真ん中に新幹線の駅ができるというふうな感覚でおるわけでございまして、そうい

う点では十分な連携が必要だというふうに思っております。

そういう中に、以前から新幹線駅の計画の段階から日本一のバリアフリーの新幹線の駅を

つくりたいということで動いてきたわけでございますので、まずは温泉街自体が今そういう

ふうに変わりつつありますので、十分連携はできるのではないかなというふうに思っておる

ところでございます。

ただ、約７分から８分、時間がかかるわけでございますので、そこと駅との関係をこれか

らいろんな知恵を出し合って、本当に近く感じるような、温泉街と近く感じるような、そう

いうふうな道のつくり方とか整備の仕方とか、そういうものが大事であろうというふうに思

っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

とにかく、この嬉野温泉駅、仮称でありますけれども、嬉野に入ったらこの温泉というの

をイメージできるような、そういった駅整備をしていただきたいと思います。

あと、中心部との連携という中で、自動運転の構想等もこの前からあっておりましたけれ
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ども、この前のそれこそ国交大臣との話の中でも、国としてもそういったことを今後どんど

ん進めていくというお話がございました。この点について市長はどういう印象を受けられた

のか、その点についてお伺いしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

安心、安全の中に駅から嬉野の温泉街までの道路を確保していくということは、来ていた

だくお客様にとっても本来の優しさを提供するというふうになりますので、非常に大事なこ

とだと考えております。

そういう中で、いわゆる安全が確保できる自動運転方式というものが導入できればという

ことで、私どもとしてはぜひ導入をしたいというふうに思っておるところでございまして、

議会におかれましてもこのことにつきましては勉強会等も開催していただいたと聞いており

ますので、非常に敬意を持って拝見しておるところでございます。

また、追い風も吹いていると思いますし、実は、この前打ち上げられた衛星につきまして

は、自動運転に対応できる衛星ということでお聞きしておりますので、ちょうど時期のいい

ときにそういうふうな骨格をなすような、いわゆるシステムが導入できるというふうに考え

ておるところでございます。

ただ課題は、やはり一般の通行者の方々と自動運転のすみ分けといいますか、それをどう

していくのかということですけど、まだ時間はございますので、そこらのことは十分検討し

ながら実行していけば、必ず導入はできるというふうに思っておるところでございまして、

それが導入できますと、外国の方でも、地理が不案内な方でも、その自動運転の車に乗って

嬉野温泉駅と嬉野温泉と、それから、そこらのいろんな観光地を周遊できるようなコースが

できると思いますので、非常に海外のお客様にとっても注目される温泉地になっていくとい

うふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

この前、議会のほうから視察報告等があっておりましたけど、まだまだ課題が多いのは事

実でございますけれども、この機会に国としても自動運転に関しては今後力を入れていくと

いうことでございますので、そこに嬉野市も乗っかかっていけば新幹線と自動運転という非

常に売りになるんじゃないかなと。なかなか課題はあるんでしょうけれども、そういった話

題づくりというか、そういう部分では大きな力になるのかなと思いながら、この前、私も聞
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かせていただきました。ぜひそういったことも対応していただきたいと思っております。

あと、以前から私言っておりますけれども、医療と嬉野新幹線駅との連携というのが非常

に大事になるんじゃないかなと思っております。

今回、医療センターができますので、当然そことの連携も含め、佐賀のハイマット、これ

は以前から私もずっと言ってきたんですけれども、そういったこととの連携は市長はどのよ

うにお考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

今回の大臣の御視察でも非常に評価をいただいて拝見をしていただいたというふうに思っ

ておりまして、この医療センターの建設現場も目の前で見ていただいたわけでございまして、

非常に評価をいただいたのではないかなと思っております。その際にも、御同行しておられ

ました与党ＰＴの秋野先生のほうからも、いわゆる大村の医療センターとの連携とか、ほか

の地域との連携ですね、お話もしておられましたし、私のほうからは今お話がございました

鳥栖のハイマットとの連携とか、そういうお話をさせていただきました。

またもう一つは、長崎あたりにクルーズ船が入ってくるわけでございますけど、そういう

ふうな海外の方と、いわゆる医療ツーリズムといいますか、そういうものについての可能性

がありますということでお話を申し上げたわけでございますので、非常に興味を持ってお聞

きいただいたと思っております。

駅と、それから医療センターと、先ほど言いました商店街、温泉街との関係ということに

つきましては、大臣も非常に御理解をいただいたのではないかなと思いますので、自信を持

って進めていけるんじゃないかなと思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

とにかく一番は、私はフル規格で持っていかないと、一番大きなのは今までいろいろ話さ

せていただきましたけれども、どうしても関西地域からこっちに乗り入れが入らないと、な

かなかこういった構想も、リレー方式でとりあえずいきますけれども、それはそれとして対

応はしていかなければいけないんでしょうけれども、やっぱり最大思っているのは、この大

動脈が途中で細くなるというのは、人間でいけば脳梗塞、心筋梗塞の状況じゃないかなと。

それをどんと中央から、中央というか、関西地域から引っ張っていくためには、ぜひフル規

格でいかないと、こういった構想もなかなか思うようにいかないんじゃないかなと思ってい
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るところでございます。

そういった中で、関西地域からこっちのほうに人の流れをつくっていくということでいけ

ば、先ほど壇上で言ったように、今、長崎一人勝ちみたいな話がありますけれども、逆に言

えば嬉野におりてくれるのが一番ベストでしょうけれども、長崎でもどんどん人が入ってく

れれば、西九州地域という大きな面で考えていく必要があるのかなとずっと思ってきたとこ

ろでございます。普通よく言えば嬉野を通り越して長崎と、すぐこういう議論になってしま

うんですけれども、そうじゃなくて西九州地域に向こうから人を呼び寄せて、それをどうい

うふうに活用するかというのが今後、絶対大事なことになるんじゃないかなと思っておりま

す。

そういった意味で、先日のシンポジウムでお話しされていた中にありましたけれども、こ

の西九州地域に人が来て、それを周遊させていく周遊券みたいな、そういう構想の話もされ

ておりました。ああいったことをやっぱり活用して長崎にどんどん来てくださいと、別に嬉

野だけおりなくてもいいんですよというような、そういった安心感を与えるような政策を進

めていくべきじゃないかと思いますけれども、ここら辺についてはいかがでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

当初の新幹線の計画が起きましたときから、私どもといたしましては、やはり関西のお客

様へ直結できる新幹線ということで努力をしてきたわけでございまして、以前、バスの観光

が非常に盛んだったころも関西からのお客様というのは嬉野にも結構来ていただいておった

わけですけれども、なかなか頻繁に来ていただくというわけにはいかなかったというふうに

思っております。

ただ、新幹線が開通すれば必ずそういうお客様が来ていただくということで考えておりま

して、既に３年前から私どもの職員を今、大阪の佐賀県事務所に出向させておりまして、そ

のような動きをさせておるところでございます。この前帰ってきてくれまして、一応報告を

聞きましたけれども、やはり向こうの方々も新幹線の直通ということには大変期待しておら

れるということでございまして、大阪から嬉野まで直通で行きますと約３時間ちょっとで来

るわけでございますけど、この前の報告でも、関西のほうでも白浜温泉という近いのがあり

ますけれども、そこでもやはり電車で行くと３時間ぐらい大阪からかかるというふうな距離

感で、近くにいい温泉がないということでございまして、うちの嬉野については非常に注目

されているということでございました。今そういうことで大阪のほうでも動きをいたしてお

りますので、その成果を必ず上げていきたいなというふうに思っておるところでございます。

また加えまして、西九州地域全体でも関西へのＰＲというのは常に行っておりますし、ま



- 164 -

た、佐賀県でも大阪へのＰＲというのを非常に深めていただいておりますので、私どもも昨

年は嬉野のほうでやっておりました女子会を大阪でも開催いたしまして、大阪のお客様への

ＰＲも始めたところでございますので、ぜひ継続して行っていって、新幹線開通時には最初

の狙いどおり関西方面からたくさんのお客さんが来ていただくような、そういう駅になって

いくように努力をしていきたいと思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

私もこの西九州ルートについては一番最初の計画段階のときから携わらせていただきまし

て、市長と一緒に、計画予算が３年目に使われなくなるときに、とにかくまず計画を立てて

着工へ進んでいくようにということで、当時の冬柴大臣に直談判しに行った記憶もあります

し、長崎で、諫早でしたか、起工式を冬柴大臣と一緒に行った、そういう記憶もございます。

そういった中で、私はフル規格でいくものだとずっと思いながら今日まで来ていたんです

けど、先日、石井国土交通大臣が見えまして、本当にずっとつながっていっているんだなと

いうのを感じているところでございます。当初、冬柴大臣は多分フル規格でいくものと思わ

れていたと思いますので、そういった中で、何としてもフル規格を必ず実現したいなという

思いで私もいっぱいでありますので、ぜひみんな協力しながら進めていきたいと思っており

ます。

それでは、次の質問に移らせていただきます。

日本一の福祉のまちづくりということで、市長もずっとこのことについては取り組まれて

きたわけでございますけれども、まず担当課のほうにお伺いしたいと思います。これは心身

に関することで結構です。命と健康を守るという施策についてはどのようにお考えなのか、

この点について担当課のほうからお聞きしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

健康づくり課長。

○健康づくり課長（諸井和広君）

お答え申し上げます。

命と健康を守る施策ということで、これまで嬉野市においては県内で初めてピロリ菌検査

費用の助成、肺炎球菌ワクチン接種費用の助成、それと不育症治療費の助成、お口の健康づ

くり宣言を実施してまいりました。そのほかに、脳ドック、人間ドックの検査費の助成や

ＡＥＤ購入費の助成などを行ってまいっております。

今後とも医療機関等の協力を得ながら、これまでの施策をそのまま継続いたして、新たな

施策を検討してまいりたいというふうに考えております。
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以上です。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

今話がありましたように、そういったことを今後とも進めていっていただきたいと思いま

す。

そしたら、子育て支援課になりますか、少子化が今現在問題になっているわけでございま

すけれども、子どもを産み育てていく環境づくり、こういったことについてはどのようにお

考えなのか、お伺いしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

子育て支援課長。

○子育て支援課長（大久保敏郎君）

お答えします。

まず環境整備については、保育所などの老朽化に伴う施設整備とかも実際今までいろいろ

行ってきておりますし、これからも続けていきたいと思っております。

あと放課後児童対策とかについても、今、放課後児童クラブ、各小学校区に全て設置をし

ておりますけれども、それについても老朽化に伴うとか利用者がふえるということでの施設

整備とかも今まで行ってきておりますし、今後も細かな施設整備とかについても続けていき

たいと思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

続きまして、福祉課にお伺いいたします。

高齢者、また障がい者に優しいまちづくりという、嬉野はひとにやさしいまちづくりとい

うことを進めてきておりますけれども、福祉課として今後こういうふうに進めていきますと

いうのがあればお伺いしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

福祉課長。

○福祉課長（染川健志君）

お答えいたします。

高齢者や障がい者など、支援を必要とされている市民誰もが住みなれた地域で安心してそ

の人らしい自立した生活を送れるよう、医療と介護、介護予防、住まい、生活支援が一体的

に提供される地域ケアシステムの構築を図っております。
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また、障がいのある人が生き生きとした生活を実感することができるよう、生活を支援す

る情報提供や相談支援体制の充実とともに、障がい福祉サービスなどによる生活支援の充実

を図っております。

また、九州で初めて手話言語条例を制定いたしまして、聴覚障がい者はもとより、全ての

障がい者に優しいまちづくりを目指すために、市民による聴覚障がい者に対する理解、それ

から手話の普及、コミュニケーションなども図っております。

今後も市民の支え合いを推進いたしまして、障がい者に優しい地域共生社会の実現に取り

組んでいきたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

はい、わかりました。とにかくですね、私もずっと訴えてきたのは本当に弱い立場の人、

先ほど壇上で言いましたように、声なき声、ここら辺をしっかり感じながらやっぱり福祉政

策は進めていかなければならないんじゃないかなと思っております。声を上げられる人はま

だいいんですけれども、本当に声を上げられない人もいらっしゃいます。そういったことに

しっかり耳を傾けていく、こういった姿勢で今後とも福祉政策については臨んでいただきた

いと要望しておきます。

最後に市長、日本一の福祉のまちづくりということで取り組んでこられましたけれども、

達成できたこと、達成できなかったこと、こういったことも含めまして、この点について市

長の所感をお伺いしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答えを申し上げます。

福祉のまちづくりということにつきましては、やはり議会の皆さん方の御理解があってこ

そできたというふうに私は思っておりまして、まずは予算的に考えますと、福祉、保健、そ

れから教育ということにつきましては、きのうもお話ししましたけど、年間予算の６割を超

える年度が結構多かったわけでございまして、通常の予算組みが非常に厳しい中で、それだ

けの予算を議会の皆さん方が御理解いただいたということが嬉野の福祉のまちづくりが進ん

できた成果じゃないかなというふうに思っております。

その結果として、今、議会のほうでも御視察が非常に多いわけでございますけど、全国の

自治体から結構行政のほうにも御視察があるわけでございますが、そういう中で、私どもの

福祉政策についての御視察が非常にふえてまいりましたし、また、コミュニティまで入れま



- 167 -

すと、ほとんどそういうふうな視察になっているということでございまして、その点では全

国に先駆けていろんな福祉政策をとらせていただいたことが評価につながったのではないか

なというふうに思っておるところでございます。

これからの課題といたしましては、私が今考えておりますのは、子どもたちの健康づくり

とか学習環境づくりというのは相当よそよりも進んでおりますし、また、高齢者の方々とか

女性のＤＶに対する取り組みとかいうのも先進的にやってまいりましたので、相当いってい

ると思います。

問題は、やはりこれからしっかり考えなくちゃいけないのは、30歳から50歳ぐらいの働き

盛りの方々の、いわゆるメンタルな面とか、それから肉体的な面とか、今の嬉野市を現実支

えていただいている方々の健康づくりとか福祉の面とか、そういうものをしっかり政策とし

てつけ加えていかなければならないというふうに思っておるところでございます。

県のいろんな役もしておりますけど、やはりこの健康問題で最終的に課題になってくるの

は35歳から50歳ぐらいまでの、いわゆる健康プランをいかに持っていたか持っていないかと

いうことで、御退職の後、非常にいろんな病を発症される方が多いわけでございますので、

次の政策として必要なものは今そういうふうなことかなと思っておりまして、働き盛りの

方々、また、家庭で子育てに一生懸命になっているお母さん方、そういう方々の健康づくり

というんですかね、福祉の面まで含めて、新しい政策を打ち立てていただければというふう

に思っておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

はい、わかりました。日本一の福祉のまちということでありますけど、日本一かどうかわ

かりませんけれども、少なくとも近隣自治体よりも一歩進んだ福祉施策が嬉野市は市長を初

め、皆様の努力によってできているんじゃないかなと感じるところでございます。今後とも

こういったことをしっかり踏まえて福祉施策を進めていっていただきたいと思います。

続いて、雇用環境についてということで質問をさせていただきます。

働く場の確保ということでいけば、企業誘致等でそういう働く場を確保するということも

当然大事なことでありますけれども、働く場というのは地元も含め、近隣自治体もあるわけ

ですよね。ここら辺のところをやっぱりうまく活用していくというのが大事じゃないかなと

思っております。

ハローワークが中心でしょうけれども、そこら辺で自治体としっかり連携をとって、ハロ

ーワークと連携をとりながら情報を提供していく、自治体独自での情報提供というのができ

ないのかどうか、ここら辺についてちょっとお伺いしたいと思います。
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○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

雇用環境の整備についてということでございます。議員御発言のように、市内及び周辺自

治体との雇用情報の共有及び提供を推進すべきではないかということでございます。

現在、嬉野地区はもちろんですけど、佐賀県西部の状況を見ておりますと、それぞれの企

業の方にとっては、いわゆる必要とする人員を確保できないというふうな、人手不足という

状況が続いているわけでございますので、非常に厳しい現実にあるなというふうには理解を

しております。

そういう中でございまして、私どもの公的な形としましては鹿島の公共職業安定所がある

わけでございますけれども、また、年２回ほど私どもの雇用対策の情報交換会がこの鹿島の

ハローワークを中心に開催されているところでございます。また、雇用対策の情報交換会で

は鹿島市、また太良町、そして私どもとの自治体及び商工会議所や商工会などの関係団体が

参加して雇用施策の推進に関する連絡調整や情報交換等を既に行っているところでございま

す。

そういうことで、このことにつきましてもぜひ継続をしてまいりたいというふう考えてお

るところでございますが、今課題につきましては、企業の、また中小の個人事業の方々にと

りましては、とにかく人手不足ということが非常に悩みになっておられますので、いろんな

情報を提供しながらお手伝いができればというふうに思っているところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

今、人手不足ということもありましたけれども、次の項目に関連するんですが、Ｕターン、

Ｉターン、こういったことの施策の中で、地元の求人情報提供、また地域関連の事業者の情

報提供、そういったことを進めていくこともＵターン、Ｉターンの効果になってくるんじゃ

ないかなと思いますけれども、そういうことも含めてＵターン、Ｉターン対策というのか、

ここら辺のことについて市としてどのように進められているのか、この点についてお伺いし

たいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。
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Ｕターン、Ｉターンの人材確保ということでございまして、確かに議員おっしゃるとおり

でございまして、非常に重要な政策の一つになってくるというふうに考えておるところでご

ざいます。

雇用の状況等を確認したり、私どもの企業誘致の関係もございまして、嬉野高校とか塩田

工業高校の先生ともいつもお話しする機会があるわけでございますけれども、今の課題とい

たしましては、新規で就職された子どもさんたちが３年以内に離職をされるという率がもう

以前とは比べ物にならないほど高くなってきているということでございまして、せっかく就

職をされましても３年ぐらいでほとんど変わってしまわれると。じゃ、その３年後の受け皿

が今あるかというと、なかなかなくて、次の仕事は都会にいながら自分で探さざるを得ない

というふうな状況が現実のようでございます。そういうこともお聞きしておりますので、そ

ういう際に今、議員御提案のように、Ｕターン、Ｉターンの情報を的確に私どものほうで提

供できれば、やはり地域で育ってきた子どもたちでございますので、そういう点では理解し

ていただく度合いが高いんじゃないかなと思っておりますので、今御発言のようなＵターン、

Ｉターン等の情報等についても十分提供できる体制とか、また連絡、情報の交換とか、そう

いうものもぜひやっていきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

今の市長の話も含め、次の、これも当然、先ほどの部分も人口減対策ということでござい

ますけれども、そういった中で新卒者の確保というのも必要じゃないかなと思うんです。

というのが、以前私も質問させていただいたんですけれども、こちらで高校まで出て専門

学校、大学校に、都会に出ていくと。都会に出て行けば、そこで卒業したら、都会での就職

あっせんはするんですけど、こういった地元の、例えば佐賀とかの就職あっせんはしないわ

けですよね。

だから、まず専門学校、大学を、佐賀県内がベストなんですけれども、福岡、長崎あたり

の近辺の大学に通っていっていただくと。そういったところに、先ほど午前中も辻議員のほ

うから話が出ていましたけれども、新幹線を使ったらそういった通学等も可能と。今現在、

新幹線がなくても福岡、大村あたりぐらいまでは通学、通勤をされているわけですよね。そ

ういったところに通学手当を出して、通学手当があれば地元の大学、専門学校に行く人も中

にはいると思うんですよね。そういった対応をすれば、卒業時に佐賀、長崎、この通勤圏内

のところに就職していただければ嬉野から通ってそういうところに行くと、そういう種をま

いておくというか、そういう部分も必要じゃないかなと思うんですけれども、黙っておけば

ほとんどの人がもう関西、関東に行ってしまっているというのが現状だと思うんですよ。
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だから、ずっと見ていたらやっぱり九州内というか、佐賀、長崎、福岡あたりの専門学校、

大学に行った人たちは意外とこちらで就職して地元で頑張っている人というのもいるので、

そういった意味でこういった対策も必要じゃないかなと思うんですけど、こういったことに

対しては市長はいかがでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

まず、全く議員の御発言と同じような趣旨で、今、佐賀県も動いておりますので、私ども

もぜひ県と一緒に協力をしていきたいと思っておるところでございまして、特に去年おとと

しから取り組まれていますＲｅ：サガミーティングというのを各地区で開催、この前も開催

しておられますけど、それはずばりですね、東京、大阪にいる学生さんたちに佐賀に帰って

きてもらいたいという狙いがあって佐賀の魅力を伝えているところでございますので、私ど

もとしてもぜひ一緒に動いていきたいと思っております。

また、通学時からいろんな補助をすることによって、そして、最終的には地元に残っても

らうという可能性もたくさんあるわけでございますので、新幹線開通時につきましては、そ

ういうふうな補助制度等も検討しながら、通学もですけど、通勤ということも考えられるわ

けですので、そこらについてはぜひ取り組みを検討しなければならないというふうに思って

いるところでございます。

この前、鳥栖の市長さんとも話しよりましたけど、びっくりしましたのは鳥栖から鹿児島

まで定期券で通っている子どもが出てきたとか、鳥栖から北九州の大学に結構通っておられ

ますとか、新幹線によってまた動きが全然変わってきたというふうなことをおっしゃってお

りましたので、嬉野も十分そういう可能性はあるというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

ぜひそういった取り組みもしていただきたいと思います。

最後に、居住環境の整備についてということで質問をさせていただきます。

まず、今現在、嬉野市では戸建ての市営住宅がほとんどでありますけれども、そういった

中で集合住宅等の建設は考えられないのか、この点について、市営住宅に入りたくてもなか

なか入れない。また、あいてもくじ引きでということでスムーズな入居ができていないとい

う状況でございます。もちろん民間があるということで、そういう話があると思いますけれ

ども、市営の集合住宅等は今後考えられないのか、この点についてお伺いしたいと思います。
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○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

居住環境の整備について、市営の集合住宅の整備はどうかということでございますが、議

員お尋ねの市営住宅でございますけれども、現在７団地で101世帯の整備状況でございます。

過半数の住宅は既に耐用年数が経過しておる状況となっております。

今後の住宅整備につきましては、今年度より住生活基本計画及び超寿命化計画の策定を行

っておりますので、その中で基本的な整備方針を決めていきたいと考えているところでござ

います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

ということは、今後、そういった集合住宅も考えられるということで御理解していいのか

という点と、もう次まで行きます。今後、市営の住宅をつくる場合に、高齢者がこれだけふ

えてきたので、高齢者対応のそういったことも必要じゃないかなと思うんですが、あわせて

質問したいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

現在、特に嬉野市内に高齢者に特化とした住宅というのはないわけでございますけれども、

今、高齢者がそれぞれの地域においてもふえているという状況では、将来的には検討できる

余地はあるんじゃないかなというふうに思っております。現在のところまだ計画としてはな

いわけでございますが、高齢者ということよりも、やはり障がいをお持ちの方々の住宅とい

うんですかね、そういうものが私どもにとってはまだ不足をしていると考えておりますので、

次の計画の中にはそういう点は基本的には考えとして入れていくのが大事ではないかなとい

うふうに思っておるところでございます。

また、集合住宅の考え方ですけれども、現在まだ、さっき言いました市営住宅が、ほとん

ど建築年数が延びている市営住宅ばかりでございますので、まずそういうところからの再整

備になっていくんではないかなというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）
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梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

その再整備というのは今あるところを部分改築するとか、そういう意味合いでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

再整備というのは、先ほど申し上げましたように101世帯あるわけでございますけど、約

７割近くは、いわゆるリニューアルとかそういうものができるような建物ではないというほ

ど建築年数がたっておりますので、今私が話しました再整備という意味では、取り壊して建

て直すということになっていくんではないかなというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

そしたら、建て直すという、その形態はまだ決まっていないということで、いっぱい人が

入られるような集合住宅にするのか、今みたいな戸建てでいくのかというのはまだ決まって

いないということで理解してよろしいでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

現在、基本的なところはまだ決まっておりませんので、今後計画をつくる中で取り組みを

進めていくということになると思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

入居数がふえるような形で、ぜひお願いしておきたいと思います。これは今後計画が進め

られていく中で決められることでありますでしょうけれども、そういった要望はしておきた

いと思います。

最後に、先ほど言いました、そういったことで公営住宅を整備するとなれば、民間のあき

もあるんじゃないかと、こういう話になってくるんですけれども、そういった中で、全部に

ということじゃなくて、今現在、人口対策として定住促進のそういった制度もありますけれ
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ども、新築したりとか家を購入したりとかする部分で市外から入ってくる方に対してのそう

いった補助金等があるんですけれども、これをもう一歩広げて、市内の民間賃貸住宅に入ら

れる、市外から来られる場合にそういった家賃補助、何年間か限度はもちろん決めてでしょ

うけれども、そういったことで民間活用というのができないのかどうか、この点についてお

伺いしたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

具体的にまだ検討には入っておりませんので、できるかできないかは別にいたしまして、

現在、嬉野市では空き家対策の協議会をスタートさせておりまして、既に協議が始まったと

ころでございますので、今の御提案につきましてはそういうところにもお伝えをして、どう

いうふうな感じで受け取っていただくのか、もちろん建築年数が新しくて空き家というのは

非常に少ないと思いますけど、空き家となると建築年数がたっていて、なかなかそこに住も

うと思ってもリニューアルとかそういうのが必要だとかというふうな課題もあると思います

ので、今現在、嬉野市全体の空き家対策の協議会をつくっておりますので、きょうの御提案

については一応御紹介をさせていただきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

梶原議員。

○13番（梶原睦也君）

ありがとうございました。嬉野市は本当に新幹線、また日本一の福祉のまち、また温泉、

いろいろ売りになるものがございます。こういったものをしっかり連携させながら、今後と

も嬉野市の発展のために私自身も頑張っていきたいと。また執行部におかれましても、こう

いったことをしっかり活用して、活性化のある嬉野のまちを目指していきたいと思いますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。

以上で私の一般質問を終わらせていただきます。

○議長（田口好秋君）

これで梶原睦也議員の一般質問を終わります。

引き続き一般質問の議事を続けます。

１番生田健児議員の発言を許します。生田健児議員。

○１番（生田健児君）

議席番号１番、生田健児でございます。議長の許可が出ましたので、通告書に従い一般質

問を行いたいと思います。
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さて、今回は大きく２点、まず第１点、インフラ整備について、２点、起業促進について

であります。

さて、最初の質問でありますインフラ整備について、１番、ＥＶ、いわゆる電気自動車普

及に向けて世界各国でさまざまな動きが見られます。

ドイツでは、2030年に内燃エンジンの新車の販売を禁止、また、イギリス、フランスにお

いては、2040年までにガソリン、ディーゼル車の販売の禁止を宣言しております。また、中

国におきましては、2019年から生産、また輸入車の一定の割合をＥＶにする規制を設けると

いうことであります。

このような動きに呼応して、自動車メーカーもＥＶ開発を加速させております。日本にお

きましても、ますますＥＶが普及することが予想されます。嬉野市におきますＥＶ対策につ

いての考えを伺いたいと思います。

まず１番、市内公共施設におきまして、ＥＶ充電スポットの現状についてお聞きしたいと

思います。

残りの質問につきましては質問席より行います。

○議長（田口好秋君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

生田健児議員のお尋ねについてお答え申し上げます。

お尋ねにつきましては、インフラ整備についてという中で、ＥＶ、いわゆる電気自動車の

普及に向けて世界各国でさまざまな動きが見られ、自動車メーカーもＥＶ開発を加速させて

いる、日本においてもますますＥＶが普及することが予想される、ＥＶ対策についての考え

を伺うということでございます。

先ほど御発言の中にありましたように、先日、中国の将来の方針が示されたところでござ

いまして、近年のうちにほとんど電気自動車に変えていくということでございまして、世界

で一番大きな自動車の市場が、いわゆるＥＶに向かって大きな変更をしたということで、非

常に私自身も驚きましたし、また、ショックを受けたところでございます。今、議員御発言

のように、将来は世界中がこの電気自動車の時代になっていくんではないかなというふうに

考えておるところでございます。

そういう意味で、現在、嬉野市内の公共施設のＥＶ充電スポットは２カ所ございまして、

嬉野庁舎前のところに１カ所、それから、シーボルトの湯の駐車場に１カ所、計２カ所設置

をしておるところでございます。加えまして、民間では旅館関係で数カ所、ＥＶの充電施設

があるというふうに承っておるところでございます。

以上で生田健児議員のお尋ねについてお答えとさせていただきます。

○議長（田口好秋君）
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生田議員。

○１番（生田健児君）

ありがとうございました。さて、先ほど市内公共施設においては２カ所、嬉野庁舎駐車場

とシーボルトの湯駐車場ということでございましたが、この２カ所におきまして、利用状況

についてのデータ等はございますでしょうか。

○議長（田口好秋君）

財政課長。

○財政課長（三根竹久君）

お答えをいたします。

嬉野庁舎には23年度に設置をいたしまして、無料での提供を行っております。嬉野庁舎の

ほうは普通充電でございまして、フル充電するためには８時間ほどかかります。去年１年間

で40回の利用があったと。月にしますと、平均三、四台の充電が行われているということに

なります。

シーボルトの湯のほうには、平成25年度に県のほうが急速充電器の設置を行っております。

そちらのほうは１回当たり500円の使用料がかかっております。県のほうに問い合わせまし

たところ、年間142台の利用があったと。月にすると12台ぐらいの利用があっているという

ことです。こちらのほうは急速充電ですので、30分ぐらいで充電が可能ということになって

いるということです。

以上です。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

この充電スポットにつきましては、インターネットで日本中の充電スポットはどこにある

かというマップが見られるわけですけれども、嬉野庁舎につきましては、自分がいろいろ見

たところによりますと、24時間、年中無休で充電できるという表示であったんですけれども、

そういうことでよろしかったでしょうか。

○議長（田口好秋君）

財政課長。

○財政課長（三根竹久君）

お答えします。

開庁のときは管財のほうが対応しております。夕方５時以降、あと土日につきましては宿

直のほうで対応いたしておりますので、24時間での対応ができるということになっておりま

す。

以上です。
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○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

わかりました。

続きまして、２番の質問に移らせていただきます。

市内公共施設におきまして、今後、ＥＶ充電スポットはどう拡充していくのかということ

であります。

やはり嬉野は観光のまちでありますし、ＥＶ、またＰＨＶ車に乗られるお客様にとっても

ＥＶ充電スポットはメリットがありますし、ぜひ電欠等の心配がないように、お越しいただ

いてゆっくり観光していただきたいと思います。

また、旧嬉野町側には民間の宿泊施設等を含めましてＥＶ充電スポットがございますけれ

ども、旧塩田町側にはないという現状でありますので、ぜひ塩田町側にも充電スポットを設

置して、特にリバティや塩田庁舎にも設置して、塩田津の伝建地区の観光等に来られるお客

様が安心して来られるようにしていただきたいと思います。

今後の充電スポットの拡充についての計画なりございましたらお聞かせ願いたいと思いま

す。

○議長（田口好秋君）

財政課長。

○財政課長（三根竹久君）

お答えをいたします。

今後の嬉野市においての拡充についてというお尋ねでございますけど、今、県のほうで、

充電スポットの整備については佐賀県次世代自動車充電インフラ整備ビジョンというのを策

定されて、県内に最低何カ所の整備を行うということを目標に整備をされております。最低

でも急速充電器につきましては各市町に１台ずつは置くということで計画をされていますけ

れども、最低のラインは今のところクリアしているということで、嬉野市においては、目標

としましては急速充電器を６台、それと普通充電器を14台の設置を目標ということで設定を

されているところでございます。今のところの実績としましては、急速充電器がシーボルト

の湯に１台、あと普通充電器が５カ所の設置ができているということになっております。

県のほうも大きく２つに充電の目的を分けておりまして、急速充電は30分ほどでできると

いうことで、目的地までに行く途中の経路においての充電スポットということで考えている

ようです。普通充電につきましては、最終的な目的地に設置をすると。例えば嬉野の旅館と

か、着いてから充電して次の日の朝までに充電を完了させるということで、そういう設定を

されているところでございます。

議員お尋ねの、塩田にはないということで、リバティ、それと塩田津あたりにも欲しいと
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いうことでございますけれども、県のほうに尋ねたところ、県として設置する予定はないと

いう返事でした。これが今、国のほうの助成がありますけれども、そちらのほうを使えば、

機器代の全額と、あと工事費の３分の２についての補助があるということでございますので、

そちらのほうを有効に活用して整備ということもできますけれども、実際の費用が急速充電

器につきましては400万円から600万円かかるということで、補助を受けても、設置した後に

電気の基本料、それと機器の保守料等がかかってきますので、そういったランニングコスト

も結構かかるということですので、今、嬉野に設置しています充電器の利用状況を見ながら、

今後、電気自動車の普及次第で検討をしていきたいと思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

わかりました。観光のまち嬉野でございますので、ぜひ他市に負けないように、この充電

スポットをどんどんふやしていっていただきたいと思います。

また先ほど言いました、旧塩田町側にないということなので、ぜひこちらのほうにも、ま

た、例えば広川原キャンプ場等、山奥の、もう電欠したら本当に困りそうなところ等々、そ

ういったところにも設置していただけたらいいかなと思いますので、ぜひ前向きに検討して

いただきたいと思います。

さて、２番目の質問に移らせていただきます。光ファイバーについてでございます。

光ファイバーは、まだ市内全域での利用ができない現状であります。ネットインフラの重

要性はますます高まり、地域間でのインフラ格差をなくすこと、また、ネットのリッチコン

テンツ化がますます進むこと、さらには定住・移住促進や企業誘致や起業促進のためにも必

要であると考えます。市は、光ファイバー市内全域化についてどう考えているのかというこ

とでございます。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

嬉野市内の光ファイバーにつきましては、一部未整備の地域もございます。やはり企業誘

致など進めていくに当たりまして、光ファイバーの整備は必要不可欠なものと考えておりま

すので、光ファイバー網ができる限り拡大できますように関係の事業者に働きかけてまいり

たいと考えておるところでございます。

事業者との協議は、時期を見ながらずっと進めておりますので、私どもとしては全域にぜ

ひ光ファイバー網は必要だということは強く今までも訴えてきているところでございますの
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で、引き続きお願いをしてまいりたいと思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

ぜひ推進していただきたいと思いますけれども、現実的に光ファイバーがなぜ必要かとい

いますと、大手ＰＯＳシステムの会社のシステムにおきましては、今のＰＯＳシステムは、

ネットワークに接続してサーバーとやりとりするというのが当然なんでございますが、こち

らのＰＯＳシステムにおきましては、大手メーカー製の分についてでございますけれども、

まず、基本的にネットワーク接続は光ファイバーが標準となっておりまして、例えば、嬉野

内で光ファイバーがないところでそのシステムを運用しようと思ったときに、どういう接続

方法で接続されると思いますか。

○議長（田口好秋君）

暫時休憩します。

午後２時10分 休憩

午後２時14分 再開

○議長（田口好秋君）

再開します。

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

ケーブルテレビでカバーできる分もあろうかと思いますけれども、詳細については今後検

討をしていきたいと思います。

以上です。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

先ほどの質問ですけれども、大手メーカー製ＰＯＳシステム、光ファイバー接続が標準と

なっておりますけれども、こちらは光ファイバーが通っていないシステム、通っていない地

域におきましては、ＩＳＤＮでの接続となります。このＩＳＤＮは、自分が大学時代に接続

した方式で、言ったらもう20年ぐらい前の方式で、こちらの方式は2018年11月30日で新規申

し込み受け付けが終了されます。また、2024年初頭にはＩＳＤＮ自体が廃止されるそうです。

こういったこともありますし、ぜひとも市内全域での光ファイバー化を進めていただきたい

と思います。
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やはりこういったシステムの接続の問題等が起きますと、企業誘致や、また後で言います

起業につきましても、やはりよくない影響を与えると思いますし、ネガティブな印象を与え

ると思います。また、都市部より移住される方、また、今後とも定住を考えられる方にとっ

ても、やはりもう今日的には、ネットインフラがどの程度充実しているかということは非常

に重要視されるポイントだと思います。また、光ファイバー、もう全域通っていますという

だけで、やはり印象もよくなりますし、ぜひとも進めていっていただきたいと思います。

さて、３点目につきまして質問させていただきます。

嬉野市は、現在でもフリーＷｉ-Ｆｉの使えるエリアがございますけれども、こちらのエ

リア拡大についてどう考えているのかということについて質問させていただきます。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

フリーＷｉ-Ｆｉのエリア拡大についてということでございまして、現在、市内における

アクセスポイントにつきましては、庁舎、それから嬉野市公会堂等の公共施設のほか、シー

ボルトの足湯や嬉野温泉商店街など約11カ所あるわけでございまして、また今後、拡大をと

考えられるのは、うれしの茶交流館や新しい体育館等は当然必要だというふうに思っており

ますので、今後また必要性など、状況を見きわめながら整備していきたいと考えておるとこ

ろでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

ありがとうございます。これからできるうれしの茶交流館、また、新しい体育館もフリー

Ｗｉ-Ｆｉ化されるということで安心しました。

さて、このフリーＷｉ-Ｆｉ、嬉野の分についてですけれども、基本的には観光のお客様

が使っていただくためという部分が重視されていると思います。これからはやはり観光客以

外でも、一般の市民の方、そういった方にとっても便利なＷｉ-Ｆｉ化を進めていただきた

いと思います。

現在、例えば嬉野市役所、塩田庁舎、嬉野庁舎、また商店街とか足湯のところで使えると

いうことですけれども、言ったら、一時的にスマホやタブレットを見る分にはいいかと思い

ますが、じっくり腰を据えて調べ物をしたり、例えばノートパソコンを使って調べ物をした

り等々、そういったことはやはり現実的ではないと思います。実際、市民の方が調べ物をし

たり等々にも使えるフリーＷｉ-Ｆｉを拡充していただきたいと自分は強く思うんですけれ
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ども、例えば、図書館等にフリーＷｉ-Ｆｉ化ができないかということであります。

といいますのは、先ほど言いましたように、じっくり時間をかけて調べ物をしたりするた

めのエリアというのが現在の嬉野のフリーＷｉ-Ｆｉエリアにおいてはないんじゃないかな

という気がしますし、また、特に今、子どもたちも高校に入ったらスマホを買ってもらって

という流れがあるようですけれども、現在の子どもたちは、もう生まれたときからネット環

境がある、デジタル機器に囲まれている、いわゆるインターネットネーティブと言われるよ

うな世代の方ですので、そういった方の話を聞きますと、やはりもう家でネット環境がある

なし、言ったら、家でインターネット回線を引いていらっしゃるかどうかということがやは

りあるみたいで、そういった子どもたちの間での格差解消にもつながるんじゃないかと思い

ます。そういったことについてはどうお考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

フリーＷｉ-Ｆｉの公的な施設等についての拡大というのは、もちろん基本的には賛成で

ございますので、予算等の関係もありまして、まず私どもとしては、観光地であるし、よそ

から来ていただくお客様にできるだけ御不便にならないようにというようなことで取り組み

をしてきたわけでございます。しかし、ほかの自治体では公的な施設に導入しているところ

もあるわけでございますので、将来、予算的な課題をクリアすれば設置できるんじゃないか

なというふうに思っておるところでございます。

ただ、後半の、子どもたちと、いわゆるネットとの関係でございますけれども、認める方

と認めない方といらっしゃるわけでございまして、そこら辺のことをクリアしないと、やは

り公的に整備をするわけでございますので、認める方だけの御意見ではなかなか難しいんじ

ゃないかなというふうに思っております。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

確かに、パソコンなりを持っていらっしゃる方、持っていない方はいらっしゃると思いま

すけれども、言ったら、先ほども言いましたけれども、やはりもうネットに接続できる機器

は大分普及していると言ってもいいと思います。特に、調べ物についてどうこうといった面

では弱いかもしれないですけれども、例えば、スマートフォンなりタブレットなり、親が持

っていたものを、使わなくなったものを、言ったら、小さなタブレット的な感じでスマホを

使われているお子様も結構いらっしゃいますし、パソコンにつきましてもほとんどの家にあ

るんじゃないかなと。調べたわけじゃないので、ちょっと何とも言えないんですけれども。
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特に子どもたちの話を聞きますと、いわゆるデータ通信、そういったものがやはり今もう

動画なりなんなりでどんどんデータ容量は大きくなっている。また、ＳＮＳの普及によって、

あれもめちゃくちゃデータ容量を食いますからね。なるだけならフリーＷｉ-Ｆｉエリアで

接続できたら、そういったものの節約にもなりますし、また、先ほど言いました図書館にお

いてＷｉ-Ｆｉ化がなされたほうがいいんじゃないかというのにつきましては、やはり自分

が大学時代なりに、大学の図書館はもうフリーＷｉ-Ｆｉ化されておりますので、そういっ

たところでパソコンを持ち込んで、図書館の本と、またパソコンとを利用して、論文を書く

に当たりましても大変便利といいますか、非常にいい環境だったので、ぜひそういったいい

環境を嬉野市においても整備していただきたいなという思いがあります。

ぜひフリーＷｉ-Ｆｉエリアは、観光のお客様だけじゃなくて一般の市民の皆様が便利に

使えるようにお願いしたいと思います。

続きまして、起業促進について。

市内におきまして新たな商店のオープンも見られ、新しい店ができることにより地域の活

性化が考えられます。今後、より市内全域にわたってのさまざまな形での起業が望まれると

思います。

他市町においても、さまざまな形での起業、それに対しての起業支援やエリアの整備等が

見られますが、本市としての起業促進についての考えを伺いたいと思います。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

起業促進についてということでございまして、幸いにいたしまして、議員御発言のように、

嬉野市は商工会の皆様を初め御努力をいただきまして、商店街にお店が新しく開店されると

いうふうな傾向になってきたところでございまして、佐賀県内ではほとんど今のところそう

いうところはないということで、嬉野は非常に珍しいんじゃないかなと言われておりまして、

また、塩田津のほうにもお店がふえてきたところでございまして、このままいってくれれば

なと期待をしているところでございます。それに加えまして、嬉野で仕事を始めたいという

方も、またふえていただくんではないかなというふうに考えておるところでございます。

そういうことを先取りいたしまして、昨年度、嬉野市としては創業支援計画を作成し、国

に申請を行ったところでございます。それが認定をされておりますので、国が認定すること

で、補助金を初めとした関係省庁の各種施策やメリットを活用できるものとなっておるとこ

ろでございまして、佐賀県内では非常に珍しい国の事業がとれているということでございま

すので、ぜひこういうことに対しまして、商工会の皆さん方と私どもと十分協議をして、こ

ういう制度をぜひ有効利用するようにして、議員御提案のように、新しいお店とか新しい企
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業がふえていくように努力をしてまいりたいと思っておるところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

ありがとうございます。前回といいますか、以前も同様の質問をしたことがあると思いま

すけれども、現在、嬉野商店街、また塩田の一部というエリア限定での空き店舗補助等々に

なっていると思いますけれども、これをぜひ市内全域に何とかそういった同様の補助ができ

ないかという思いはすごく強くあります。やはり嬉野、一部じゃなくて、全体として活性化

していかなければ、本当の意味での嬉野の活性化につながらないんじゃないかと思います。

そういった点についてはどう考えでしょうか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

先ほど申し上げましたように、国の事業等につきまして創業支援計画ということを作成し

て、既に提出をして国に認められたところでございますので、ぜひそういう御希望があられ

れば、まずは窓口としては商工会が一番いいと思いますけど、商工会のほうに御相談してい

ただければ、いろんな取り組みができると思いますので。

ただ、商店街の中だけということではないというふうに考えておりますので、ぜひ商工会

のほうに御相談していただければ、いろんな制度の御紹介とかそういうものができると思い

ますので、積極的に私どもとしても対応してまいりたいと思いますので、ぜひ御利用をいた

だきたいと思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

生田議員。

○１番（生田健児君）

ありがとうございます。１番目の質問はインフラ整備について、２番目は起業促進につい

て、今回質問させていただきましたけれども、この嬉野全域が活性化していかないと、やは

り真の意味での嬉野の発展につながらないと思いますので、ぜひ地域関係なく全体が活性化

するよう、よろしくお願いしたいと思います。

これで私の質問を終わります。

○議長（田口好秋君）

これで生田健児議員の一般質問を終わります。
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一般質問の議事の途中ですが、ここで14時45分まで休憩いたします。

午後２時31分 休憩

午後２時45分 再開

○議長（田口好秋君）

それでは、休憩前に引き続き一般質問の議事を続けます。

14番田中政司議員の発言を許します。田中政司議員。

○14番（田中政司君）

皆さんこんにちは。それでは、本日の一般質問のトリを務めさせていただきます、議席番

号14番、田中政司でございます。

傍聴席の皆様方におかれましては、長時間の傍聴、まことにありがとうございます。

私も市議会議員といたしまして３期目、任期最後の一般質問となったわけであります。こ

れまでに農業問題を初め、観光の問題、インフラ整備の問題などなど、その都度、市民福祉

の向上に向けた施策の提言、あるいは問題提起などを行ってまいりましたが、市長を初め、

執行部におかれましては、真摯にお答えいただきましたことに感謝を申し上げるところであ

ります。

さて、今回の私の一般質問は、６期22年間にわたり嬉野の市政を引っ張ってこられました

谷口市長が今期限りで勇退とのことであり、質問の内容につきましては大変苦慮をいたしま

したが、来年度には嬉野市の総合計画も新しくなることから、嬉野市の将来を見据え、嬉野

市の基幹産業であります、うれしの茶のこれからの振興対策についてと、県道大村嬉野線に

係る道路整備についての、この２点について通告書に従いまして質問をいたしたいというふ

うに思います。

まず、１点目のうれしの茶の振興対策について質問をいたします。

平成29年産のうれしの茶の取り扱い状況を見てみますと、西九州茶連のデータで見てみま

すと、一番茶から秋冬番茶までの茶連全体で生産量が1,307トン、対前年比96％、金額が18

億4,790万円で、対前年比100％、平均単価が対前年度比105％というふうになっております。

全国的に見ても同じような状況で、生産量は昨年より若干落ち込みましたが、単価面で若干

よかった、そういうことで売り上げは、ほぼ横ばいとなっているところであります。

昨今の生活様式の多様化や他飲料との競合などにより、国内でのリーフ茶の需要は減少傾

向にあり、荒茶価格につきましては平成16年ごろをピークに右肩下がりの状況が続いており、

生産面におきましては依然厳しい状況が続いております。

そのような中、海外への日本茶の輸出につきましては、農林水産省の統計によりますと、

今から５年前の平成24年度の輸出額が50億円であったのが平成28年度は大きく伸びまして２

倍以上の115億円となっており、その中でもアメリカへの輸出が大幅に伸びております。全

体の約４割を占めているという状況であります。
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嬉野市におきましては、ＪＡの茶工場の最新の炒り葉機械の導入によりまして、釜炒り茶

の製造、あるいは旅館と生産者の若手後継者チームによります新しいうれしの茶の喫茶スタ

イルの全国発信、また、イギリスのコンテストにおける茶商の若手後継者が出品をされたう

れしの茶の受賞など、全国的に、あるいは世界的に注目を集めており、まだまだ発展の可能

性を秘めたうれしの茶であることを確信するところであります。

そこで、以下について質問をいたします。

１点目に、品評会対策について質問をいたします。

うれしの茶のブランド力向上のためには、公的な全国茶品評会での産地賞を初め、上位入

賞を目指すことが不可欠と考えるわけですが、今後の対策をどう行っていくのか、お尋ねを

いたします。

２点目以降につきましては質問席より行いたいというふうに思いますので、よろしくお願

いをいたします。

○議長（田口好秋君）

ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。

○市長（谷口太一郎君）

田中政司議員のお尋ねについてお答え申し上げます。

うれしの茶の振興対策についてということでございまして、日本茶の効能などが注目され、

海外輸出が好調な茶業界であるが、生産者にとってはいまだ厳しい状況が続いている。その

ような現状の中、うれしの茶のブランド力向上のためには、公的な全国茶品評会での産地賞

を初め、上位入賞を目指すことが不可欠と考えるが、今後の対策をどうするのかということ

でございます。

うれしの茶のブランド力向上のためには、いろいろな賞を獲得することは大変重要なこと

であると考えておるところでございまして、今までも努力をしてきたところでございます。

数年前には、過去５年間連続してうれしの茶が日本一をとったところでございまして、茶業

関係の皆様方の御努力に改めて敬意を表するところでございます。

日本茶業中央会の皆様方ともお会いして話をする機会があるわけでございますが、県単位

の５年連続というのは当然あったわけでございますけれども、それぞれの自治体単位での５

年連続というのは嬉野市が初めてであるというふうなお話をいただいて、本当にうれしの茶

関係の皆様方の御努力がいかばかりだったかということを改めて感じさせていただいて、心

から敬意と、またお礼を申し上げたいと思います。

私どもは、うれしの茶振興課をつくりまして努力を継続しておるところでございますので、

今後とも農家の皆さん方と、そして、県、市、特に茶商関係の皆様方の御努力をいただきな

がら、うれしの茶のブランド力向上のために努力をしてまいりたいと思っておるところでご

ざいます。
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私は先日、議長とともに御案内いただきまして、清水茶業組合50周年の記念の大会に参加

をさせていただきました。その大会につきましては、清水茶業組合ばかりではなく、嬉野市

の茶業関係者のリーダーの方々が多くそろっておられたわけでございまして、そういう中で

御挨拶をさせていただき、途中で言葉が詰まりまして大変感激をしたところでございます。

と申し上げますのが、やはり50年の歴史の中には、うれしの茶全体の歴史が含まれておった

ところでございまして、その時代時代に多くの先輩の方々が大変な御努力をされて、その50

年の歴史の中には、何回か全国大会でも優勝をしておられたところでございまして、物心と

もに非常に厳しい中に全国第１位をとってこられた先輩の皆様方の御努力に、改めて敬意を

表したところでございます。

特に、清水の茶業組合におかれましては、将来の地域の安全のためにということで、岩屋

川内ダムの建設につきましては格段の御理解をいただいたところでございまして、当時、優

良な農地であったところを全てお譲りいただいて、いわゆる陣野のところに茶園を開墾して

いただいて、そして、この陣野の茶園をこの地域一番の茶園に育てていただいたわけでござ

いまして、そういう御苦労を知っておりましたので、どうしても思いが込み上げてきたとこ

ろでございます。また、そういう苦しい中にも、茶業組合としても立派に発展をされまして、

先ほど申し上げましたように、数々の全国１位をとられましたし、また最近、新しくＧＡＰ

の認証等もとっていただいて、新しいうれしの茶の方向というものを示していただいておる

ところでございまして、そのような組織団体が嬉野市には多数あるわけでございますので、

そういうものを力として次の日本一を目指して頑張っていかなければならないというふうに

考えているところでございます。

特に最近、ことしは長崎県でございましたけれども、ほかの産地の売り上げが非常に厳し

い状況になってきておりまして、先ほど御発言がありましたように、この全品での入賞とい

うものが地域ブランドの評価というものが以前よりも高くなってきているというふうに思っ

ておるところでございます。

そのようなことを踏まえまして、現在私どもの課題といたしましては、やはり生産体制の

再拡充ということが必要になってきておりまして、特に製造技術の技術者の要請ということ

も大事になってくるんではないかなというふうに思っておるところでございます。

そしてまた、継続的な研究体制というものが必要になってまいります。ほかの産地も懸命

に頑張っておりますので、そういうところに負けないように、しっかりとした努力をしても

らわなければならないというふうに考えておるところでございます。

また、特に大事なものは、後継者の育成というものが大きな課題になってきておるところ

でございまして、現在、少子高齢化の中で、やはり茶業の後継者というものも少なくなって

きているところでございますので、後継者の育成ということにつきましても力を入れてまい

りたいというふうに考えておるところでございます。
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課題はたくさんございますけれども、私どもは、先ほど申し上げましたように、５年連続

日本一をとった産地でございますので、ぜひ茶関係の皆様方と再度力を合わせて次の日本一

を目指していただければということをお話し申し上げまして、お答えとさせていただきたい

と思います。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

市長としては、５年連続日本一をとった、このうれしの茶を再度、生産体制の充実から図

っていって、そういうブランド力のあるうれしの茶の産地として育てていけばいいというふ

うな答弁だったろうと思います。

そういう中で、少しおさらいをしたいというふうに思いますが、非常に厳しい厳しいとい

う言葉はよく出てくるんですね。今の農業が厳しい、あるいは茶業が厳しいとよくあるわけ

ですが、じゃ、具体的にどのように厳しいのかということについて、要するに、なぜ厳しい

のか、価格が上がらない、価格が下がっている、今、後継者もなかなか残ってくれない、非

常にそこら辺の厳しい原因、要因の一番大きなところは、うれしの茶振興課長、何だと思い

ますか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えいたします。

緑茶につきましては全国生産体制がありますけれども、リーフ茶につきまして、もう現在

飽和状態にあるのじゃないかということで考えております。そういうことを考えますと、や

はり緑茶につきましては現在なかなか厳しい状態で、低価格になっているのではないかと考

えております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

ちなみに、荒茶の価格なんですが、平成16年が私ピークというふうに申し上げましたけれ

ども、これは全国の荒茶の平均というのが、平成16年には、一番茶、二番茶、三番茶とある

わけなんですが、それの全部の平均をすれば2,000円なんですよ。一番茶から三番茶までの

全部の平均が2,000円。で、昨年度、平成28年度が全部のお茶の平均が1,420円なんです。そ

うなってくると、600円ほど平均単価が下がっているんですよ。課長、平均単価が600円下

がるということは、荒茶を生産している農家が１反歩当たりどれぐらい収益が下がります

か。──いいです。まあいいです。
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単純に考えた場合、生葉の生産が一番茶で500キロ、荒茶で100キロですよね。二番茶は、

それより若干少なくて80キロということで、あとは秋冬番茶等で考えた場合に、単純に200

キロは生産できるわけですね。2,000円するということは40万円、１反歩上がるんですよ、

荒茶でですね。これが1,400円。600円下がるということは、単純に200キロで計算しますと

12万円、荒茶価格、要するに手取りが下がるんですね、１反歩で。40万円あったのが12万円

下がって28万円ですよ。これはあくまでも全国平均を考えたときですよ。そして、当時とす

れば生産費も当然上がってきています、人件費かれこれ。あるいは農薬、肥料。厳しいのが

当然なんですよね。１反歩18万円、１町歩で180万円の減収ですよ。

それを考えると、確かに平成16年当時からすれば非常に厳しい状況が続いているというふ

うなところなんですが、先ほど課長おっしゃいましたけれども、いわゆるリーフ茶等の減少

によるということだったと思いますけれど、ちなみに、自分の家ではこれぐらいの量を飲ん

でいる、あるいはお茶代にこれぐらいの金額を使っているということを、教育長、そこら辺

はわかりませんよね。単純にはわかりませんね。教育長はかなりお茶飲んでいらっしゃるか

なと思って。

ちなみに、平成14年当時は、１世帯当たりのリーフ茶の消費量が大体1,140グラム、要す

るに１キロ100グラムあったんですね。これはあくまでも総務省の家計調査なんですが、そ

れが平成28年には856グラムということで、もうリーフ茶は確実に減っていっているんです。

おもしろいのは、おもしろいのはと言うとちょっと語弊があるかわかりませんが、いわゆ

る緑茶飲料、ペットボトルかれこれですね。この緑茶飲料というのは、平成13年、14年ぐら

いからペットボトルができたんですね。16年あたりがピークになって一気に伸びるんですが、

今、平成28年、いわゆる過去最高の緑茶飲料の消費なんですよ。ぐらいに伸びていると。リ

ーフは下がっているけれども、ペットボトルとしては伸びていると、そういう現状です。

じゃ、１世帯当たりの緑茶、いわゆるリーフのお茶、それに今度は飲料、ペットボトル、

これを合わせた消費支出金額、要するにお金を出してお茶を買うわけなんですが、リーフと

ペットボトルを合わせた金額、これ課長、どれぐらい使っていると思われますか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

すみません、ちょっと今のところ気がつきません。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

すみません、意地悪な質問をしてしまいましたけれど、これについては、これも総務省の

家計調査なんですが、平成14年１万559円、現在１万831円ということで、いわゆるお茶とい
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うものに関して消費をしている金額というのは変わらないんですよ。平成14年はリーフが

6,000円、ペットボトルが4,400円というふうに、リーフのほうがまだ上回っていたんですね。

それが平成28年にはリーフが4,000円、ペットボトルで使うお金が6,600円ということで、も

う逆転しているんですね。リーフのお茶じゃなくて、そういうペットボトル等の緑茶飲料が

いかに今消費をされているかということを、まずそこら辺を含んだところで再質問に入って

いきたいというふうに思います。

先ほど市長は、要するに日本一を５年連続、嬉野市はとりました。それが今回、長崎県佐

世保市で全国品評会が開催されました。私もお伺いをいたしました。まず、そのときの結果、

40位までが１等、２等、３等の等なんですね。40位までが上位。そのうち、うれしの茶がど

れぐらいだったのかというのを課長わかりますか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

40位までに何名入っているかという……（「40位までが３等ですよね」と呼ぶ者あり）そ

うです。

まず、釜炒り茶につきましてですけれども、40位までに12名入っております。あと、蒸し

製玉緑茶につきましては15名が40位までに入賞しておるということでございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

残念なことに１等には入っていないんですよね。産地賞もとれなかったということなんで

すが、いわゆるこの原因については、担当課としては何が原因だったというふうにお考えで

すか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

議員からもお話がありましたとおり、これで賞をとりましたら、その名前にブランド力が

出てくるということで、やはり各産地の競争力が十分上がってきていることかなと思います。

また、近年、生産者の高齢化、あと後継者不足とも兼ね合いまして、なかなか良質なお茶が

できていないことが十分考えられると考えております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）
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じゃ、要するに、他県もこの品評会というものに対して産地のブランド力を高めるために

非常に努力をしてきたと、それで、うれしの茶が今回入賞できなかったということだろうと

思います。

じゃ、うれしの茶のどこが努力が足りなかったんですか、他県と比較をすれば。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

今回につきましては、隣県の長崎県が開催地ということで、長崎県におかれましては手摘

みを重点的に10点以上の点数を設けられまして品質の向上に努められております。

そういうこともありますので、やはり今回は長崎県が上位に入ってきていることだと考え

ております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

確かに肥培管理等々もありますけれど、最終的に手摘みというもので、本当にいい芽だけ

を１芯１葉、あるいは２葉で摘んで製造するとなれば、粒もそろって非常にいいお茶ができ

るということで、他県はそういったことで手摘みというものをやってきていると。これはも

う産地としてのブランド力を高めるために産地一丸となってやっておられるんですね。

今後、当然嬉野市もそこら辺は考えていかなければいけないと思いますけど、課長いかが

ですか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

やはりこの全国品評会で農林水産大臣賞、産地賞をとればブランド力にもつながってくる

と思います。

一昨年、１つの生産団体が手摘みをされておりました。そのときにはボランティアを募集

しまして実施したわけですけれども、そういうことを含めまして、今後、関係機関と品評会

のもとであります銘茶塾を含めまして検討していきまして、よりよいお茶ができるようにし

ていきたいと考えております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）
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ぜひここら辺は産地一丸となって、他の自治体等のことも勉強しながら取り組んでいく必

要があろうかというふうに思います。我々生産者も一丸となってやっていく体制をつくって

いく。これは非常に産地のブランド力を高めていくという上では大切なことだろうというふ

うに思います。

そういう中で、先ほど市長は、県等と協議をしながら、一緒に連携をしながらというふう

なお話をされました。長崎県等を見ると、佐賀県も以前やりましたけれど、いわゆる県の園

芸課の担当者等が、長崎県あたりは県が農林省へ職員を出向させて、いち早く国の状況、あ

るいは県からの要望等を伝えながら、茶業の振興発展のために非常に頑張っておられるわけ

ですよ。

私たちも先般、農林省のほうへ伺って、茶業の担当者の方とお話をいたしましたけれど、

残念なことに佐賀県からは全然見えられませんと、そういった形での職員の方がですよ。こ

れはぜひ市、あるいは県等と協議をして、国の動き、あるいは県からの要望等を伝えるため

にも、これ市が単独でというのはどうかわかりませんが、県のほうとぜひお話し合いをして

いくべきだろうというふうに思いますが、部長、あるいは課長、市長も答弁できたら、そこ

ら辺お願いをしたいと思いますけど。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）

お答えいたします。

茶業に限らず、そういう中央に県、また市町の職員を派遣していろんな情報をつかみなが

ら、そして、いろんな情報を出していただいて、補助金なり、いろんな施策を我々もつかん

でいくというのは非常に大事なことだと思いますので、ぜひそういう派遣等も県にも働きか

けて進めていきたいと思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

課長、そこら辺、園芸課あたりとの話し合いの中で、ぜひ嬉野市の要望として出していた

だきたいと思いますけど、いかがですか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

今、部長からもお話がありましたとおり、県の窓口が園芸課になっておりますので、園芸
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課と協力し、園芸課を通じまして国のほうにも申し上げていきたいと考えております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

そういったことで、全国の茶品評会がことし長崎でした。来年、これは関東に行きますか

ね、たしか関東か関西で、３年後にまた九州と、多分そういうふうな形になろうかと思いま

すが、今の状況でいって、これは手挙げ方式といいますか、次の九州のときはうちがやりま

すということで、市長は先般、ぜひうちでやりたいというふうなことをおっしゃいましたけ

れども、これはぜひ次回の開催を佐賀県、九州でやるときの開催を佐賀県で、しかも嬉野で

ということで私はお願いをしているわけなんですが、その点について市長、今の状況等あり

ましたら、お尋ねをいたしますけど。品評会の開催予定。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

品評会につきましては、ことしが長崎県だったわけでございまして、来年は静岡県という

ふうに承っておるところでございます。その次が九州北部に来るというふうに考えておるわ

けですけれども、この前、県のほうにも次回の大会はぜひ佐賀県で開催してほしいというお

話はしたところでございまして、ぜひ実現できるように努力をしていきたいと思います。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

全国品評会につきましては、関東、関西、九州が輪番制になっておりまして、あと九州に

来た場合、鹿児島、それと中九州が熊本、宮崎、大分、それと北部九州が福岡、佐賀、長崎。

九州に来た場合に３年で回していくような形になります。それで、ことしが長崎県でした。

来年が関東で静岡ですね。その次が31年は関西、次が、32年が九州になるんですけど、鹿児

島ということで、今そこまで決定しているところでございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

32年の３年後やっけんが、33、34、35年か36年ということですか、中九州に来るのが。

（「35ですね」と呼ぶ者あり）35年ですか。そのときに、例えば、35年にそういうことであ
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れば中九州ということで、北部九州じゃないんですよね。ただ、いずれにしても、これお金

がかかる、いろいろありますので、どうなるかわかりませんけれども、先にですよ、いや、

今度の、鹿児島は決まっているとしても、次は佐賀県でやりますよというぐらいの、要する

に嬉野市の意気込みですね、そこら辺があれば佐賀県も、どう考えてくれるかわかりません

が、ぜひそこら辺は大きな力といいますか、我々も生産者と一つになって、ぜひやっていた

だきたいということだけお願いしておきますけど、いかがですか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

35年が一応中九州、38年が北部九州となっておりますけど、35年、中九州に来た場合、佐

賀県とも協力しまして、できれば佐賀県で開催ができるように検討していきたいと考えてお

ります。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

次に、２点目の輸出のことについて質問をさせていただきますけれども、要するに海外で

も日本茶に関する関心が高く、先ほど申し上げましたけれども、欧米、あるいは東アジアへ

のお茶の輸出が伸びる中、うれしの茶として輸出を伸ばすことが嬉野の茶業界にとっても重

要であろうというふうに考えています。

そういうことで、ジェトロとの連携も含め現在取り組んでいただいておりますが、その状

況、あるいは今後の対策についてお伺いをいたします。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

うれしの茶の海外戦略ということでございますけれども、平成27年度にジェトロ佐賀と連

携し作成をしたところでございます、うれしの茶海外販路開拓戦略策定書に基づいて、残留

農薬問題とかマーケティング戦略、ブランド戦略に取り組んでおるところでございます。

残留農薬問題につきましては、この前、予算をいただきまして、輸出国向けの農薬暦を作

成し、また、農薬展示圃を２カ所に設置し、試験を行っているところでございます。

マーケティングとブランド戦略につきましては、ブランドプロデューサーを招いての講習

会や海外ブランディング戦略に向けたロゴマークの作成を行ったところでございます。
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海外での市場調査としましては、サンフランシスコで開催されたウインターファンシーフ

ードショーへの視察、また１月には、シンガポールでのテストマーケティングを行う予定に

なっております。

今後は、海外市場に適したお茶の生産と量の確保を行い、富裕層向けの市場開拓を行って

いく計画でございます。また最近、市内には多くの外国人客が来られておりますので、イン

バウンド対策にも力を入れていきたいと考えておるところでございます。

今、いろんな機会に茶業研修センターにはたくさんの海外の方がお見えいただいて、もち

ろんいろんな体験もしていただきますけれども、うれしの茶を飲んでいただくわけでござい

ますが、非常に評判はいいわけですので、ぜひ自信を持って海外に向けて打って出ていただ

ければと思うところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

今、市長は、要するに輸出のお茶を生産するための防除暦を作成したというふうにおっし

ゃいましたが、これ作成してありますか、課長。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

アメリカ向けの防除暦を作成しております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

どこにありますか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

農協のと一緒に作成しておるところです。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

まだ正式にＪＡのほうでこれがそのあれですというのは、私、先般ＪＡのほうにお伺いを

したんですが、そこまではいっていない。今つくっている途中とは聞きましたが、できてい

るとは聞かなかったんですけど。
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○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

農協と一緒に作成をしていると考えております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

ちょっとそこら辺であれなんですが、作成をしているということで、じゃ、行きましょう。

行きましょうと言うたら、ちょっと言い方、語弊がありますけれど。

これ非常にそこら辺があって、他の産地はもうはっきりつくっているんですね。八女とか、

そういったところではつくっております。

そういうことで、これは当然つくっていかなければいけないことだろうというふうに認識

はいたしますが、そういう中で、現在、２つの地区で、それ向け用のお茶として金松地区と

不動山地区の２カ所でやっておられますが、これは非常に農薬等の基準、全部クリアができ

て、それ用にできたんですか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

２カ所の補助、まず１つが上不動地区になります。この補助につきましては、山間地の

段々畑になりまして、そこでの実証試験、それともう一つが上岩屋の金松地区になります。

この分につきましては、１つにまとまりました団地の中での試験ということで今現在行って

いるところであります。

まず、一番茶につきましては、アメリカ向けの農薬につきましてはクリアをしているとこ

ろです。ただ、二番茶につきましてが、１つ農薬が出ておりますけど、検証しているところ

では、ドリフトによる農薬の飛散があって農薬が検出されたんじゃないかと考えているとこ

ろです。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

１カ所では、いわゆるほかの使ってはいけない農薬が検出されたということですよね、検

査の段階で。

今ドリフトという言葉を言われましたけど、聞いていらっしゃる方全員がわからないかも

わかりませんので、あえて申し上げますと、要するに隣の畑でまいた農薬が風に乗って飛ん
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で、その茶園、品物に付着をしたということ、これがドリフトということなんですが、そう

なってくると、せっかくこれだけやってきたものが１回の検査がパスできなかっただけで、

そちらには向けられないということなんですよね、要は。

今後、本当に海外に向けた品物等をつくっていくということで、こういうことがないよう

にしなければいけないわけですよ。じゃ、それはどうやってやっていかれるおつもりなのか、

お尋ねをいたします。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

昨年度検証した結果、山間地の水田とか、他の作物と一緒になったところにはどうしても

飛散、ドリフトが原因で農薬が検出されると考えております。やはり今後は、そのドリフト

を防ぐためにも、一つの団地になったところを検証対象として取り上げていきたいと考えて

います。

また、お茶の製造につきましても、今現在そこで生産されたものについては嬉茶楽館のほ

うで製造しているわけですので、嬉茶楽館のほうは一回一回掃除をしまして実際製造してお

ります。ですので、工場での農薬は出ていないんですけれども、今後はやはり自分のところ

のお茶工場での検証も検討していかなきゃならないかと考えております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

非常に厳しい、先ほどから申しているように、厳しいお茶の状況の中で、一つの活路を見

出すために各産地ブランド力を高めたり、あるいは輸出へ向けた努力をしたり、頑張ってお

られます。

そういう中で、課長、課長の名前は、うれしの茶振興課ですよね。宮田課長の課の名前は、

うれしの茶振興課ですよね。市のホームページにも、うれしの茶振興課のページを開くと、

まだ茶業振興課になっていますよ。茶業振興課です、まだ。中身は何て書いてあるか。「平

成23年７月に新しく設置された課で、嬉野の基幹産業であるお茶の生産から流通に至るまで

振興に関する仕事をしています。お茶に関する情報を掲載していきたいと思います。」です

よ。そういう今後の輸出向けにやった。でも農薬の基準をクリアできなかった。じゃ、もっ

と広げたいと思いますと。何に沿ってやるんですか。何をもとにそこまでやっていくわけで

すか。ちゃんとした茶業振興計画、あるいはうれしの茶の振興計画があって、それに沿って

やっていくべきじゃないですか。うれしの茶振興計画、いつつくられましたか。
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○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

嬉野市の茶業振興計画につきましては、つくっていないと思います。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

私の記憶でいくと、十数年前に多分あったかどうかだと思います。茶業振興法ができまし

た。平成21年かな。たしか23年だと思います、県の茶業振興計画も作成をされております。

そのときにうれしの茶の振興計画をつくった覚えがありますか。ないですよね。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

私の記憶ではございません。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

今後ですよ、やはりどうやってうれしの茶の振興を図っていくのか、生産から流通販売、

ブランド力を高め、あるいは海外への輸出もふやしていく。農家のお茶の生産者の所得向上

を図る、ちゃんとした計画をまずつくらなくていいんですか、課長、あるいは部長。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）

御指摘のとおり、茶業の指針となる振興計画は早期につくるべきと思います。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

そしてもう一点、これ物すごく大事なことだろうと思うんですが、うれしの茶って面積、

はっきり言って全国でも本当微々たるものなんですよね、佐賀県のうれしの茶の面積という

のは。輸出を先進的にやっている鹿児島県等においては、各農協単位で輸出用の茶園ですと

いって100町歩、あるいは50町歩という単位で取り組んでおられるんですよ。

そういう中で、嬉野がさっき団地をそういうふうにとおっしゃいましたけど、これね、や

りようによってと言ったらちょっと語弊があるかわかりませんが、考え方を輸出向けのお茶
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じゃなくて、どこにでも輸出できるうれしの茶という感覚、国内の需要だって当然できるわ

けですよ。要するに国内の農薬の基準と、ＥＵ、あるいはアメリカの農薬の基準が違う。ど

っちが厳しいか。日本よりＥＵやアメリカが厳しいんです。それで、使える農薬が限定をさ

れる。じゃ、その中で生産体制の充実を図りながら、研究をしながら、いつどの農薬をまけ

ばいいのか、あるいはどういうふうに対応すればいいのか、これを、はっきり言ってうれし

の茶全体を、どのうれしの茶でもＥＵ、アメリカに対応できるうれしの茶です。減農薬と言

ったらちょっと語弊があるかわかりませんが、それぐらいの計画というものも私は必要だと

いうふうに思いますが、いかがですか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

今現在、輸出に関してはアメリカを目指して、しているわけですけれども、やはり今後は

北欧、ヨーロッパに向けても輸出できるような、アメリカよりもヨーロッパのほうが残留農

薬基準値については厳しゅうございますので、それにも対応できるような暦等をつくりまし

て、うれしの茶をつくって今後生産体制をしていきたいと思います。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

そこら辺も含めて、いわゆるうれしの茶の振興計画等の中に、それは全体というのは非常

に難しいかもわかりませんが、例えば、下野の地区一帯、あるいはどこどこの地区一帯、こ

このお茶は全部がそういう生産体制をとって、ちゃんとこういうふうな、これ八女のアメリ

カ向け、あるいはＥＵ向けの農薬基準とあるんですが、こういうのをつくって、そして、生

産者と一緒になってそれだけのものをつくっていく。これは日本に売れないことじゃないん

ですよね、あくまでもＥＵにも売れる、アメリカにも売れるということですから、当然日本

にも売れるわけですから。

だから、どこへでも使えるうれしの茶ですという一つの売りを私は持っていってもいいん

じゃないか。そのためには、確かに生産現場としては非常に厳しいです。ＪＡの指導員の方

にお聞きをいたしました。それで本当に対応できるんですかと。一番茶、二番茶に若干ダニ

がつくこともあると。しかし、秋の状態を見れば、そんなに樹勢は、そんなにといったらあ

れですけど、何とかなりますというふうな話でした。これをもっと広いところで団地化をす

ることによって病害虫あたりもあるいは対応できるところもあるんじゃないかなというふう

に思いますので、ぜひそういうふうな方向で今後振興をやっていただきたいと再度お願いい

たしますけど、課長。



- 198 -

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

やはり高いところになれば農薬の使用回数も減ってくると思いますので、一団地を大きい

ところに含めまして、今後計画をしていきたいと考えております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

ぜひよろしくお願いをしておきます。

次、３点目の交流館のことについてお伺いいたします。

これ、今回議案のほうにも出ておりますので、あくまでも駐車場の利用という点において

質問をさせていただきたいというふうに思います。

うれしの茶交流館が開館をするわけですが、うれしの茶の情報発信、あるいは歴史を学び、

また体験することにより有意義な施設になるということが期待をされております。より充実

した施設となるよう、駐車場内に市が単独で購入した用地の今後の活用方法が最も重要とい

うふうに考えますが、今後についてお伺いをいたします。

この質問については、先般の議会でも質問をいたしましたが、そのとき市長は慎重に考え

ていくというふうな答弁だったろうと思いますけど、再度申しわけありませんが、お尋ねを

いたします。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

現在、建設中のうれしの茶交流館につきましては、おかげさまで順調に工事等も進んでお

るところでございまして、計画どおり開館できればというふうに期待をしているところでご

ざいまして、また、きょうの答弁でも申し上げましたように、今の嬉茶楽館につきましても

非常に海外のお客様がふえられまして、私も週に何回か御挨拶に行くというふうな状況が続

いておりますので、非常にいい形で伸びてきているんではないかなというふうに思っており

ます。

今回これができることによって、嬉茶楽館は嬉茶楽館の本来の目的の技術の研修とかに使

えますし、また、今回のうれしの茶交流館につきましては、歴史まで学べますので、非常に

お客様としては喜んでいただくんではないかなというふうに思っておるところでございます。

今、御発言の場所につきましては、今のままでスタートいたしますけれども、一応様子を

見まして、より地域全体が活性化するようにということで、いわゆる別に購入した土地でご
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ざいますので、そういうふうな計画で、ぜひ有効利用を図っていきたいというふうに思って

おります。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

ここ、たしか面積が２反歩、2,000平米ぐらいだったというふうに認識をいたしておるわ

けなんですが、市が単独で、27年度だったですかね、に購入したというふうに記憶をしてお

りますが、今、市長答弁でいきますと、慎重に考えながら地域の活性化のためにそういった

利用をしていきたいと。

課長、これについて、もう開館をするわけですよ。確かに模索はしていかなければ、いろ

いろな案の中でやっていかなければならないというふうには思いますが、じゃ、今後どうい

った形でこれを進めていく予定なんですか。とりあえず面積と、例えば、そこの施設ででき

るできないというものが、利用してこういったものはできるけれども、こういったものはで

きない。例えば、直売所なんかはできるけれども、民間が入った何かはできないとか、そう

いった制約等があるのか、面積とそこら辺の制約等について。それと、今後どういうふうに

進めていかれるおつもりなのか、お聞きをいたします。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

まず、面積についてですけれども、平成27年度の予算で２反歩、2,000平米を市の単独。

（「1,000」と呼ぶ者あり）2,000平米。（「2,000ですよね」と呼ぶ者あり）はい。2,000平

米を市の単独で購入いたしております。あくまでも単独でございますので、その中にはどの

ような施設をつくっても規制はかかってこないというふうに考えております。

あと、その分の今後の持っていき方ですけれども、やはり地元に伴う農産物とか、そうい

うものを生かして生産できればということで、今現在、そこらあたりの関係機関と協議を行

っているところですけれども、また今後もそういうことで話を進めていきたいと考えており

ます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

これ４番とリンクするんですよね。要するに４番で私、農家の所得向上に向けた取り組み

ということで、冬場の裏作での野菜等々というふうにあります。そういったこととちょっと
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リンクをするんですが、今、課長おっしゃられたように、農産物直売所、しかし、この農産

物直売所というのも今もう過剰なんですよね、はっきり言って。過剰競争ぎみですよ、道の

駅とか。よっぽどの特徴がないと、なかなかお客さんが寄ってくれないという現状もあるわ

けなんですよね。だから、単純に農産物直売所をつくりさえすれば経営が成り立つかという

と、なかなかそういうことにはいかないというふうに思うんですよ。

ですから、じゃ、どういった方向でそういったものをつくっていくのか。これぜひね、や

はり検討委員会等々の立ち上げ、そういう中でどうやっていくのか、やはりやっていただき

たいというふうに思いますけど、いかがですか。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

市長からも答弁がありましたとおり、交流館ができた後、市の単独費で購入したところに

つきましては、協議会を持つかどうか、ちょっとそこまでは今考えておりませんけれども、

そういうことで話を進めていきたいと考えております。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

部長、お聞きをいたしますが、例えば、こういった施設の横にこういう市の土地がある、

じゃ、これを使って民間企業等々に公募をかけて、例えば、年間借地料これだけで有効利用

しませんかみたいな、そういったことは可能ですか。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）

お答えいたします。

議員がおっしゃるように、とにかく交流館を建てた以上は、リピーターに多く来ていただ

くということが大事な目標ですので、複合的にそういう、課長がただいま申し上げたように、

何らかの施設等が民間の資金を利用してできるように我々も考えておりますし、利用は可能

だと思います。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

いろんな可能性というものはあろうかと思うんですよね。例えば、直売所あたりを誰が運



- 201 -

営していくのかどうかとかあろうかと思いますが、要するにそういう委員会を立ち上げて、

そういう協議会といいますか、それをどうやっていこうかと。そういう中で、いわゆるこれ

は民間の活用ということも一つの選択肢じゃないかなと思うんですよ、今後はですね。やは

り市がそこに建物を建てて、ただ入るだけということだけじゃなくて、民間になってくると、

いかにそこを運営していくかということで非常にやっていただける可能性もありますので、

そういった選択肢も一つの視野の中に入れてやっていただきたいというふうに思いますけど、

再度。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）

議員がおっしゃるように、いろいろ研究してそういう活用を、ぜひ民間を活用した運用を

していきたいと思っております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

それでは、次の所得向上へ向けた取り組みということで、冬場の裏作について収入源、こ

れね、八女なんかではあれだけの単価でお茶を売りながら、茶農家さん、キャベツをやり、

あるいはイチゴをやりというふうなことでやっておられます。それをしないと向こうのほう

は、幾ら単価が高いといっても経費が非常にかかっているというのが現状のようであります。

そういったことで、嬉野の茶農家さんにも今から先、そういう裏作での所得向上、これも

当然必要なことじゃないかなというふうに思われるわけですが、それについて質問を出して

おりますので、市長、答弁いただけますか。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

先ほど冒頭申し上げましたように、清水の茶業組合さんと同じような歴史を持っている各

位の組合さんもいろいろ活躍をしておられるところでございまして、今御発言のようなこと

を先取りされまして法人化ということもしておられるところでございまして、ただ、現状は

まだまだ厳しい状況でございますけれども、やはりそういうふうな組織的な行き方の変更と

いいますか、そういうことも取り入れていきながら、それぞれの皆さん方の収益の向上とい

うことにはぜひ御協力をしてまいりたいなと思っておるところでございます。

あそこの法人につきましては、お茶の農閑期につきましては、ほかの野菜をつくったりと
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いうふうにしておられますけど、法人化になりますと、またいろんな取り組みもできるわけ

でございますので、そういう点ではまたいろんな茶業組合の皆さん方も研究をしていただけ

れば新しい方向性がつかめるんではないかなというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

農林課の課長、お茶もつくっていらっしゃいますかね。お茶はつくっていらっしゃいませ

んか、田んぼだけですか。（「今はつくっていない」と呼ぶ者あり）今はつくっていない。

いわゆるお茶の裏作として、今後、うれしの茶振興課と協議をしながら、やはり選定、あ

るいは普及をやっていただきたいと思いますけど、課長が思われている、いわゆるうれしの

茶と冬場に競合しない、そういった作物等、何かあられましたらお願いをしたいと思います

ど。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えいたします。

数年前から、議員も御承知かと思いますけれども、茶畑の裏と申しますか、そういう時期

に里芋のフクガシラ、あるいはケール、それとか、野菜でいえばキャベツ、そういうのを今

のところ試験圃場として、ＪＡと改良普及センターと実証実験をされておるところでござい

ますので、その結果を見ながら、また普及推進ができればいいかなというところでございま

す。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

うれしの茶振興課長も言いたそうですので、一言お願いをしたいと思いますが、フクガシ

ラは、うちやられました。きのうおとといイノシシにやられたんですが、それはそれとして、

課長。

○議長（田口好秋君）

うれしの茶振興課長。

○うれしの茶振興課長（宮田誠吾君）

お答えします。

今現在、農林課長からお話がありましたとおり、裏作としまして、フクガシラ、これにつ
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きましては２件の農家さんが4.5アールを今栽培されております。あとケールにつきまして

は２件の農家さんが16アール、あとキャベツにつきましては２名の農家さんが12アールと、

ホオズキにつきましては４件の農家さんが５アールを今栽培されておりますけれども、この

分につきましても農協、あと藤津農業改良普及センターと立ち上げましたプロジェクトチー

ムと一緒に、今後もっと拡大していきたいと考えております。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

フクガシラなんかはある意味、土壌を非常に選ぶというか、水はけの悪い水田等が逆によ

かというふうなところもあって、なかなか嬉野で水はけの悪い水田が多くて、私も実際大麦

をまいても、なかなかまけない状態というところがあるわけですね。そういった田んぼには、

このフクガシラ等はもしかしたら有効じゃないかなという気がいたしておりまして、ぜひそ

こら辺は普及をやっていただきたいというふうに思っております。

では、次の質問に移りたいと思います。

県道大村嬉野線の問題について質問をいたします。

まず、県道大村嬉野線の道路改良につきましては、一部の区間、箇所におきまして幅員が

非常に狭く、車の離合時には脱輪事故、特に上岩屋集会場下あたりの、いわゆる藤ノ川茶業

組合前あたり、そこら辺は非常に幅員が狭くて、脱輪事故も年に数回、離合のときに起きて

いる状態であります。

そういったことで、上岩屋地区、あるいは大野原地区の皆さんにとっては非常に、一部そ

ういうところだけでもいいからとにかく先に改良をやっていただきたいということで、これ

は以前から県の土木事務所等へ陳情に行ったこともございます。しかし、なかなか今それが

実現できていないという状況なんですが、今現在どういうふうな状況であるのか、まずお答

えをいただきたいと思います。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

県道大村嬉野線でございますけれども、実際地元から要望等を頂戴しているのも十分わか

っております。

以前に、平成26年ごろだったかと思っておりますけれども、金松入り口あたりから拡幅に

伴います測量を行いたいということで、杵藤土木事務所、当時はまだ鹿島土木事務所でした

けれども、計画をなされた経緯がございます。そのときは多分、田中政司議員のほうにも御
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苦労いただいて話を進めておりましたけれども、どうしても地権者から同意がとれなかった

ということで、そのとき前任の部長、課長、私も同席いたしましたけれども、何案か持って

土木事務所のほうにも協議をいたしましたけれども、ちょっとまだ今のところ前に進んでい

ないというような状況が実際のところでございます。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

非常にそういったことで、地権者の同意と、あのときは一応同意といいますか、地元では

同意をしていただいていたんですが、若干そこら辺の土木事務所が、こう言ったらあれです

けど、１人で行かれて、そのときの話といいますか、内容がうまく説明できずに承諾をいた

だけなかったというふうなことで、結局、今暗礁に乗り上げているというふうなことになっ

ております。

そういう中で、これどういうふうな形で持っていくかということで、私、再三、前から言

っておりますが、いわゆる防衛省、自衛隊の大野原演習場との関係ですよね。そういったこ

とで、これは県道でありまして、県のほうの予算でやっていくわけなんですが、いわゆる防

衛省が、演習場が上に控えております。もう何回もこれは申し上げますけれども、じゃ、自

衛隊が、大村方面に大きな道路があって、そちらを利用しているわけなんですが、もし何か

そちらのほうの都合が悪い場合、当然こちらのほうへ通行されるということになろうかとい

うふうに思うわけですね。

そういったことで、県のほうにはぜひそこら辺も含めたところで、いわゆる代替道路的な

ことで、結局、長崎県側みたいに広い道路は必要ないかもわかりませんが、箇所箇所のそう

いう危険な箇所、あるいは狭いところ、これはやはり防衛省あたりの予算を持ってきてでも、

これは県が動かないとだめなんですね、県道ですから。ぜひそこら辺、県との協議を早急に

やっていただきたいし、強くやっていただきたいということをお願いしておきたいと思いま

すけど、課長、あるいは部長、よろしくお願いします。そこら辺、答弁、課長。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

今、大村嬉野線でございますけれども、県道の位置づけとして主要地方道に位置づけをさ

れているということで、ちょっとこれ今回もまた確認をしてみたんですけれども、県をまた

ぐような主要地方道については、基本的には防衛省の補助が使えないというような返答を私、

頂戴いたしました。
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ただ、長崎県側が通行できなくなるということも十分考えられますので、今、議員御発言

のように、何らかの形で少しでも前に進むように県のほうに十分お願いをしていきたいとい

うふうに考えております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

これは地元から、そのための要望書等が必要であれば、地元の方にお願いをしてやってい

きますので、ぜひそこら辺は市当局としても積極的に働きかけを行っていただきたいという

ふうに思います。

前回、これ３年、４年ぐらい前ですかね、鹿谷のちょっと下のほうの、これは災害で土砂

崩れが発生をいたしました。そのとき一時通行どめみたいな感じで、すぐ復旧というか、な

ったんですが、そういったときに地区の皆さんはどちらを通って嬉野へおりられたか御存知

ですか。鹿谷地区の皆さん。

○議長（田口好秋君）

市長。

○市長（谷口太一郎君）

お答え申し上げます。

全部どうだったかというのはわかりませんけど、うちの職員がちょうど出勤途中、通り過

ぎた後にすぐ事故があったということで、その後も来られたらしいんですけど、大野原地区

から来られた数名の方は戻って彼杵のほうから国道34号線を使って嬉野のほうに来られたと

いう話は聞いております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

知っておられる方は鹿谷から金松のほうへ抜けて、いわゆる林道といいますか、を抜けて

行かれたというふうに聞いていますし、私も実際向こうを通って現場まで行ったということ

です。

そういう中で、企画政策課長、福祉乗り合いタクシー、乗り合いバスが大野原線を運行し

ているわけなんですね。そういう中で、以前、金松地区へあの路線を通って、いわゆる迂回

といいますか、金松地区の方も利用できるような運行はできないかということで相談をいた

しました。そのときに、どういう結果だったのか、ここで御答弁いただきたいと思いますけ

れども。
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○議長（田口好秋君）

企画政策課長。

○企画政策課長（池田幸一君）

お答えをいたします。

地区からぜひ、大野原線が走っているわけですけれども、利用者がいらっしゃるというと

ころで、金松地区にも回していただきたいという要望でございましたけれども、警察、それ

から運行事業者でありますタクシー事業者様、あと県の方と話をしたんですけれども、安全

面で非常に難しいという結果で、あちらの地区については回せないということでございまし

た。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

あそこの、いわゆる鹿谷から金松までの道路は、農林課長、これ何道ですか。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えいたします。

鹿谷から金松の一番集落の上までは県有林林道でございます。その下は金松方面には市道

でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

いわゆる過疎地域のああいう生活をしていかれる中で、今後、福祉乗り合いバス、タクシ

ー等々の運行が、あそこだけじゃなくて、いろんなところで必要になってこようかと思いま

す。

そういった中で、あそこの路線をお願いしたら、そういうことで通行できないと。ですよ

ね、タクシー業者は。このことを例えば、農林課長、あるいは建設・新幹線課長、庁舎の中

でこういうのが共有できていましたか。そういう理由であそこが運行できないということ。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

そのお話は企画政策課のほうからも聞きましたし、県有林の管理の県の林業課からも出向
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いていただいて、お話は聞いたところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

私も農林課長同様、企画政策課長のほうから話は聞いておりましたので、存じておりまし

た。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

話を聞いた後にどうにか対応されましたか。できるできないは別にして。

○議長（田口好秋君）

農林課長。

○農林課長（横田泰次君）

お答えをいたします。

対応と申しますか、県有林の係の中で検討した結果をお聞きしたところでございます。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。

私道の管理というような立場でございますので、市道につきましては十分に通れるような

幅員がございますので、その後、農林課の、農林課というか、県有林林道という状況でござ

いましたので、ちょっと私どもからいろいろ物申すところでもないのかなというふうに理解

をいたしておりました。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

以前、林道藤山線、これは県有林林道です。大型の乗用型摘採機等々の運行に非常にあの

ままでは支障があるということで、安全性が確保できないということで、県のほう等々へお

願いをして、今、本当に立派な県有林林道ができております。これに関しましては、そこに
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座っておられる環境下水道課の副島課長に当時、大変お骨折りをいただいてなっているわけ

です。

今回のあそこも同じ県の県有林林道です。生活路線として乗り合いタクシー等の運行をや

ろうと思ってもできない状況、あそこがうまくいけば、これはそれこそ地区の人にとっては

大変ありがたい、そういった状況なんです。ぜひここら辺は、そういった面も含めたところ

で、県当局へ市を挙げてお願いをしていただきたいということだけはお願いといいますか、

要望をしておきたいと思いますけど、部長、いかがですか。

○議長（田口好秋君）

産業建設部長。

○産業建設部長（宮﨑康郎君）

本議会で国道、県道、いろんな河川についても進捗状況等を質問がありましたけれども、

所管課と検討しながら、早期に協議をしながら県等に要望していきたいと思います。

以上です。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

理由がなくて言っているんじゃないんですよね。要するに、今から先の高齢社会の中で足

というものが当然必要だと。その辺、乗り合いタクシー等々が今運行していると。でも、そ

こは通れない状況なんだと。ちゃんとした理由があるんですよ。そういう理由をはっきりし

て、環境下水道課長がやられたように、本当に熱を入れて、なぜここをしなければならない

んだということをやっていただいた、その結果なんです。ぜひそこら辺は課長を見習って、

農林課長、あるいは企画政策課長、一緒になってやっていただきたいというふうにお願いを

しておきたいと思います。

次、行きます。次、路肩の除草作業。

これは毎年、県のほうで行ってもらっています。また、市道については随時やっていただ

いているんですが、ちなみに、除草作業、以前は土砂の撤去まで県道については行っていた

だいていたんですよ。ただ、今、土砂の撤去は行っていないんですよ。ただ上の除草作業の

みで、いわゆる排水口のふたの上には土砂が堆積しているんですね。ですから、７月に仮に

除草作業があっても、一月もすればすぐ草が生えてくるというふうな状況なんですよ。担当

課としてはそこら辺わかっていらっしゃいますか。

○議長（田口好秋君）

建設・新幹線課長。

○建設・新幹線課長（早瀬宏範君）

お答えいたします。
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以前そういうお話も頂戴いたしておりましたので、そのとき土木事務所のほうにもおつな

ぎをしておりますので、十分認識はいたしております。

以上でございます。

○議長（田口好秋君）

田中政司議員。

○14番（田中政司君）

これについては、県道大村嬉野線に限らず、いわゆるほかの県道等についてもそういった

ふうなところが多々見受けられますので、これについては市からも担当の県のほうへぜひ要

望していただきたいというふうに思います。

今回、私も任期中、最後の一般質問ということで、うれしの茶振興課の宮田課長には大変

失礼なことを申し上げたかもわかりませんが、要するに基幹産業のうれしの茶の振興、それ

を担ううれしの茶振興課ですので、ぜひ10年先、50年先のうれしの茶が安泰であるように、

今後、将来を見据えた対策を講じていただきたいということだけはお願いをしておきたいと

思います。

また、今まで本当お骨折りをいただきました、22年間お骨折りいただきました谷口市長に

対して敬意を表しまして、私の一般質問を終わりたいと思います。どうもありがとうござい

ました。

○議長（田口好秋君）

これで田中政司議員の一般質問を終わります。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。皆さん大変お疲れさまでございました。

午後４時２分 散会


